
児童が意欲的に取り組み，低学年からのつまずきを解消する取組
「学力が定着しない」 「学校全体で取り組みたい」

呉市立広小学校では，「学習意欲が低い」「学力が定着しない」という課題を「学校全体で取り組んで解決したい」という思いをもち，低学年からの学力の定着を図るために「研究授業の充実・授業
改善」「放課後補充学習の充実」に取り組んできました。
１つ目の「研究授業の充実・授業改善」では，「授業が児童にとって意欲的に取り組みたくなる学習内容」，「学習理解ができるような全体への手立てと個への手立て（視覚化・焦点化・共有化・動

作化等）」を工夫してきました。そして，個へ焦点をあてた研究授業を通して学校全体で授業改善の方向性を共有化することができました。
２つ目の「放課後補充学習の充実」では，授業の学習の内容がより定着するように，児童のつまずきに応じた教材を準備して，つまずいている内容が定着できるよう学校全体で取り組みました。
これらの取組によって，昨年度標準学力調査では，１～３年生の学年平均点は，国語・算数ともに全国を上回り，特に算数はいずれの学年も全国比＋５ポイント以上と，低学年段階のつまずきが解消

されてきました。授業における児童アンケート，「これまで習ったことを使って，問題の解き方を考えて，学習している。」では，肯定的評価94％と学習意欲の向上も見られます。

研究授業の充実・授業改善

付けたい力の明確化
実態把握

前の学年に学習したことや
単元に必要な学習内容の
定着状況を把握するための
テストを行います。

手立ての検討
レディネステストを基に，つまず
きの大きかった児童の定着して
いる力とつまずきの要因を検討
し，効果的な手立てについて考
えます。

事前に把握したつまずきの大きい児童の授業での
様子や記述内容をもとにして，手立ての効果や改善
案について協議します。

放課後補充学習の充実

導入
単 元 を 貫 く
ゴールを設定
し，学習意欲
を高めます。

「学習意欲が低い」

実態把握と保護者連携
保護者に放課後補充学習のね
らいや日時などについて知らせ
ます。
授業やテストなどから，児童の
実態を把握して，参加する児童
を決めます。

教材準備
学習につまずいている内容が
身に付くようなプリント等を作成
します。

がんばりカード
学習したことを記録させ，
事後に自己評価させたり，
ご褒美シールを貼らせたり
して満足感をもたせます。

手立て
つまずきを解消す
るために効果的な
視覚化，焦点化，
共有化，動作化な
どの手立てを行います。

まとめ
教科の見方・考え
方のポイントとなる
キーワードを示します。

ふり返り
視点を示して

個別指導
学年の先生で，個別の指導を行います。

などの悩みを解決する

わ・・わかったこと
が・・がんばったこと
と・・ ともだちから学んだこと
も・・ もっと知りたいこと
に・・にちじょう生活に広げられること

hirs@kure-city.jp

呉市立広小学校

①まっすぐな線のことを

（ ）という。

②５㎝の直線をひきましょう。

③⊿の色板を４枚ならべて，

□の形をつくりましょう。

たくさん図形があると
長方形と正方形がまだ
よく分からないな。

長方形や正方形の
定義を確認してか
ら図形を探させる
問題を用意しよう。

辺の数を指でなぞり
ながら数えてみよう。
辺の長さはどうかな。

長方形と正方形の
違いがよく分かって
うれしいな。

実践（授業の流れ）実態把握と手立ての検討（事前） 手立ての検証（事後）

？

実態把握と教材の検討 実践

授業でも自信をもって
発表できそうだ。

振り返り

保護者

学習で心配なことがありましたが，
先生方が丁寧に見てくださるので
力が付いてきてうれしいです。

個別指導を通して児童のつま
ずきがより分かり，授業での
手立てに役立てることができ
ました。

先生

保 護 者 ・ 先 生 の 声

辺をなぞることで図形についてよく分
かったよ。向かい合う辺などの言葉で
どんな図形か説明することができたよ。

向かい合う辺の長さが
等しくないから長方形
じゃないよ。

実態把握テスト

指でなぞったり直角を
確かめたりするとよく
分かった。

ふり返りの視点

学年→ブロック→全体

実態の検討

三角形を組み合わせて四角形をつくるこ
とができていないな。辺の数や辺の長さ
に着目できるような手立てが必要だな。

直線という言葉が分かってないな。辺や頂点
など算数用語や向かい合うという意味が
分からないかもしれないな。

②辺に着目できるよ
うに辺に色を付けて
焦点化しよう。

①視覚化・操作化し
て図形の定義を理解
できるようにしよう。

③算数用語の意味が
理解できるような
言葉を考えよう。

④図形の性質を動作
化して理解できるよ
うにしよう。

手立てのアイデア

動作化したことで向か
い合う辺や図形の性質
を理解できていたな。

辺をなぞることで辺の
数に着目して図形を判
断できていたな。

辺や角などの算数用語を
正しく使っていて，意味
が理解できていたな。

課題は色々な図形が混
ざると，区別するのが
難しそうだったな。

児童の姿を基にした手立ての検証

学び合い
自分達の考え
を伝え合って
理解を深めます。

単元のゴール

授業観察シート

辺が切れていて囲まれて
いないから長方形じゃな
いよ。

③共有化

「辺は，へーん」
「頂点はツンツンして
いたいところ」

④動作化

向い合う辺は，賞状
をもつ手の位置。

②焦点化

向い合う辺に色を
付けて長さに着目
できるようにする。

「いーち。にーい。さーん。
しーい。4本の直線で囲
まれているから四角形」

①視覚化・操作化

個に焦点を
あてた

おもちゃ祭りで
使う形パズルを
つくろう。

効果的な手立てについて検証
し，授業改善の流れを共有す
ることができました。

呉市立広小学校 検索詳しくは

三角形，四角形を知り，
作図したり弁別したり
することができる。

個
の
実
態
に
応
じ
て

第２学年 算数科「三角形と四角形」の事例

手立ての具体
①

② ③

④

行います。

角は直角かな。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

学習のつまずきの要因は，学年が上がるほど複雑化してくるため，児童が

根本的に何につまずいているのかを捉えにくく，要因を明らかにすること

も困難になります。さらに，手立てを考えたものの，本当に必要な手立て

だったか，他にも有効な手立てがあったのではないかなど，いくつかの課

題が見えてきました。そこで,要因に即した手立てを講じるために，つま

ずきの焦点化に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学年：算数科の授業「何倍でしょう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何につまずいているの？ 

なぜつまずいているの？ 

どうやって要因を探るの？ 

どんな手立てがあるの？ 

他の手立ては？ 本当に必要な手立てなの？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

つまずきの焦点化と要因分析 

 

        

 

 

 

 

 

つまずきに関連する内容（前学年・前単元）の

復習を計画的に取り入れることで，基礎的内容

の定着を目指します。「分かった」「できた」な

どの，小さな成功体験の積み重ねが，学習意欲

の向上につながっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業で，効果のあった手立ては？ 

       

       

 

 

 

 

 

その日の宿題をもって理科室に集まります。問題

の意味を考えながら，確実に宿題をやり遂げるこ

とを目指します。一人も見逃さない個別指導で，

学習習慣の定着にも効果が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④つまずきの要因

に即したピンポ

イントの手立て

を講じる。 

要因分析 

 
手立て 

自立した
学習者へ 

 

授業で学んだことを確実に定着させるために，家庭学習はとても重要です。しかし，学習につまずきのある

児童は，宿題をやろうと思っても「自分の力だけで宿題をすることができない。」「難しくて，途中であきら

めてしまう。」など，学習習慣の定着にも課題が見られます。そこで，基礎的・基本的な内容の定着を目指し

て，学習につまずきのある３～６年生の児童を対象に，朝と放課後の個別指導を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びをつなぐ取組は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文章問題が得意になりたい！ 

学びをつなぐ 

取組前 

取組後 

レディネステスト 

手立て 

③前学年の指導事項に遡り，必要な手立てを明らかにする。 

 

正しく計算できるようになりたい！ 

取組前 

手立て 

取組後 

かけ算の意味を考えて立式

することができない。 

図と式を関連

付けることが

難しい。 

赤の 2倍が青だから

４×２＝８で 

青は８ｍです。 

評価問題 

レディネステスト 

自分の力で宿題ができるようになりたい！ 

問題の解き方を教えてほしい！ 

倍の関係を捉えて，図と式

を関連付けて考えることが

難しい。 

個のつまずき 
  

問題文から倍関係を読み取り，関係図と式を関連付け

て，問題を解決することができるようになった。 

つまずき分析シート 

要因分析 

学びのつながりを見える化 

図鑑の内容を基に，重要な語を選び，

抜き出すことができるようになった。 

評価問題 

ドリルタイム 放課後学習会 

実態把握 

昭和西小学校では，全ての児童が基礎学力を身に付けられるよう，

学習のつまずきを把握し,解消する指導方法の研究を進めて

きました。学習につまずきのある児童の主体的な学びを実現するた

めに組織的に取り組んできたことをお伝えします。 

 

   

内容の大体を捉え

ることができない。 

大事なことを正しく

抜き出すことができ

ない。 

つまずき
の焦点化 

呉市立昭和西小学校 

①「aの□倍が b」に当てはめ，aと bの関係を捉えさせる。

②テープ図で数量の倍関係を捉えさせる。 

③式の意味を表す話型で，図と式を関係付ける。 

②指導事項と関

連付け，つま

ずきの要因を

整理する。 

つまずき 
の焦点化 

手立て 
自立した 

学習者へ 

⑤発言や記述内容か

ら，手立ての有効

性を検証する。 

①「１桁でわるわり算の筆算」の 
学習の前に（第４学年） 

 

 

 

②ドリルタイムで前学年の 
既習事項を復習します。 

 

第１学年：国語科の授業「いろいろなふね」 

 

③宿題で授業内容と既習事項を

復習し，定着を図ります。 

 

 

 

①単元の目標に沿って，

既習事項との関連を図

りながらレディネステ

ストを作成する。 

 

 

 

各学級でも，自由参加で放課後学習会を行ってい

ます。児童は，授業で分からなかった内容を質問

したり，苦手な内容を中心に学習を進めたりして

います。担任は，個の成長に目を向け，「できて

いること」や「良さ」を認めながら，さらに伸ば

してほしい内容を具体的に指導しています。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

☆自主学習では，いつも計算練習ばかりしていたけ

ど，学習したことをさらに調べたり，ポイントを

自分の言葉でまとめたりできるようになったよ。 

☆難しかった内容をすぐに質問できるので，苦手

な内容を克服することができたよ。 

 

自分の力に応じて学べる場の設定 

担任の放課後学習会 

学習のつまずきをどのように捉えるの？ 

② 

③ 

① 

② 

① 

③ 

☆色々な先生に，分かり

やすく教えてもらえる

ので問題の意味が分か

るようになったよ。 

☆算数が苦手だったけど

自分の力でできる問題

が増えたので，算数が

好きになったよ。 

☆自分のペースで，じっ

くり考えるようになっ

たよ。      

 

①スリットで，文のまとまりを意識。 

②観点ごとに色分けしたキーワードを

基に読み取らせる。 

③マス目のワークシートを準備する。 

８：１５～８：３０ １５：４５～１６：３０ 

・テープ図⇒数量関係 

・aの□倍が b⇒関係を捉える 

・関係図を基に立式 

・式の意味⇒話型で説明 

・量感がなく漠然と立式 

・かけ算の意味が曖昧 

・どのように図に表せばよい

か分からない。 

第３学年：算数科「何倍でしょう」 
  

手立て 
  

要因 
  

一人のつまずきも見逃さない指導・全教職員で継続中 

担任以外の個別指導 

付けたい 

力の設定 
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呉市立昭和南小学校 

 

 

● “学び合い”の授業スタイルを，児童にも理解させるために，児童が上

の学年の授業参観を行いました。 

 

 

 

● 児童の主体的な学びの促進に係わって，本校の課題や改善策を出し合い

学校全体で「あたたかな聴き方」に取り組むことにしました。教職員や児

童と共通理解を図るために，聴き方の具体の姿をステップ表にまとめ，共

有しました。また，各学級の取組状況を交流することで，指導方法の見直

しを図りました。 

● 児童のつまずきを把握するためレディネステストを行い，「どこにつま

ずいているのか，何につまずいているのか」を分析しました。全教職員で

模擬授業等を行い，授業でのつまずきの予想とつまずきに応じた手立てを

検討しました。 

フォローアップ教員 

子ども達は，放課後残されて勉強をしているとい

う捉え方ではなく，喜んで教室に来ています。「にじ

いろ教室」に来ることで，分かる喜びやできるように

なった喜びを感じています。 

指導する側としては，やりがいがあります。 

 

授業の中での教師の手立て 

学力フォローアップ校事業で，研究授業や模擬授

業，教材づくりなどの取組を通して，職員が本校の

目指す授業を一緒につくりあげていこうとする一体

感が生まれました。集団での“学び合い”，個を大切

にした指導をこれからも続けていきます。 

みんな大きな声で反応していました。すぐに
手をあげていたところを見習いたいです。途中
までしか分からなくても手をあげたいです。 

【参観した児童の感想】 

校長 

“学び合い”をベースとして，学習のつまずきを解消するための効果的な手立てを
全体で検討し，学習内容が定着するよう取り組みました。 

授業での児童の様子をもとに，どのような変容が見られたか，手立ての効果
や改善について協議し，検証していきました。 

授業の学習内容がより定着するよう，放課後の個別指導に
学校全体で取り組みました。個別指導を通じて，児童のつま
ずきがより明確になり，授業での手立てに生かすことができ
ました。 

“学び合い”をベースとして，児童のつまずきの解消に向
け，学校全体で取り組みました。 

全校で，“学び合い”に
取り組みました。 

気付きの交流 

短時間に全員が課題を把握
することが大切です。 

課題に対する気付きを交流
することで，課題の意味を
確実に理解することができ
ます。 

それが解決の見通しにもつ
ながり，自力解決のヒント
を得ることができます。 

 

ほっとかない 聴き手をまきこんで発表 

ほっとかない ～自分を 友達を～ 

分からないことはそのまま
にせず，その都度，友達と
確認する。 

周りの友達がどのような様
子か常に気にかける。 

このように，自分や友達を
ほっとかないということを
大切にしています。 

 
式はどうなりますか？ 

「～ですよね。」    
「～ということになりま
す。式はどうなります
か？」 

聴き手をまきこんで発表
することで，全員が参加
しなければならない状況
をつくります。 

算数科 第２学年 

「九九のきまり」 

算数科 第４学年 

「面積」 

つまずき 

７×３＝２１ 

✓誤答 

 

７こがあと３列あるから

７×３＝２１かな。 

・「●の△つ分」が正しく

捉えられない。 

・まとまりを正しく囲むこ

とができない。 

手立て 

 
まとまりをしっかりと捉え

させるためには… 

・図と式を対応して考えられるよ

う矢印をかかせよう。 

・●の部分を大きな丸で囲ませよ

う。 

・図の方向をかえ，かけられる数

とかける数が捉えやすいように

しよう。 

変容 

正答！！ 

１２×５＝６０ 

・●を囲むことでまとま

りが意識でき，「●の

△つ分」を正しく捉え

ることができるように

なった。 

・「●の△つ分」の考え

方を使って，九九には

ないかけ算の問題も解

くことができるように

なった。 

つまずき 

・１㎠の何個分かを捉える

ことができない。 

・長方形や正方形のまわり

の長さに着目できない。 

 
どこの長さが分かると

いいのかな。 

手立て 

 
長方形や正方形の辺に着目

させたいな… 

・「方眼入りの長方形」，「方眼

の上に重ねた長方形」を提示し

て，辺の長さに着目させよう。 

・かけ算の意味に帰着させて，面

積の求め方を考えさせよう。 

スモールステップ 

変容 

・「１㎠のいくつ分」の

考え方をつかって面積

を求めることができる

ようになった。 

・辺の長さの提示だけ

で，長方形や正方形の

面積を求めることがで

きるようになった。 

・月・火・金（13：50～14：05）に実施する，
プリントを中心とした学力補充の時間です。 

・学級担任＋１名の２人体制で指導していま
す。（管理職・研究推進教員・フォローアッ
プ教員・養護教諭・指導員） 

・１か月の計画にもとづいて実施しています。 

けいさんカードや音どくを きいてもらえるから 

うれしいです。 

 
にじいろ教室に来て，できることや分かることが 

いっぱいふえて，すごく楽しいです。 
児童 

児童 

その他の取組 

・全学年の学習プリント（国語・算数）を整理
し，職員室に置いています。 

・学年の実態に応じて，他学年のプリントにも
取り組んでいます。児童のつまずきの把握に
も活用しています。 

・スキルタイム（帯タイム）や日々の授業，家
庭学習で使っています。放課後の個別指導で
も活用しています。 

 

 

３列 

昭和南小学校では，児童の主体的な学びを促進し，学力の向

上を図るため，全員参加の“学び合い”をベースとし，個を大

切にした指導に取り組んできました。その取組を紹介します。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室開設！個別指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭とともに取り組むために 
 
 

児童・保護者向け        保護者向け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭学習のやり方をイメージできるように 
予習ノートや，学んだことを 
生活とつなげた「算数日記」 
を教室に掲示しています。 

 

 

 

 

 

研究の概要 
本校の研究テーマを「主体的に学ぶ児童生徒を育成する教育活動の創造～学力向上に向けた指導方法の在り方～」とし，学力調査や意識調査等の分析を基に，「授業改善」「個別支援」「家庭学習」を取組の

３本柱と考え，３年間取り組みました。つまずきの分析を生かし，授業改善や放課後学力補充教室で個別支援の充実を図るとともに，授業と関連させた家庭学習の定着を図るために，保護者に理解と協力を求
め，「学校」と「家庭」の学びがつながるようにしました。「チーム川尻」として，同じ方向性で指導することで，指導の効果が上がり，児童の学習意欲をベースとして学力面での成果が見られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭学習 

呉市立川尻小学校 

取組の成果 

 

 

 

 

 

教室運営の
組織づくり 

 
 
 

【わくわく作戦】 
●シールがもらえる 

出席カード 
●学期末ごとの 
頑張り賞（賞状） 

●マナビ-プリントで実
力アップ！ 

個に応じた指導内容・
指導方法の検討 

保護者と
の連携 

 
 
 

学力調査等から 

参加児童の決定 
 

 

 

取組の成果 ～アンケートの記述から～ 

 

 
 
 
 
 
 

〈児童〉 
●分からないところがあって
もすぐに先生に聞けた。 

●いろいろな先生に分かりや
すく教えてもらえた。 

●勉強が少しずつ分かるよう
になった。 

●テストの点数が上がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の成果 
・「予習で疑問に思ったことを授業で解決できる」と
いう家庭学習の良さを児童が実感。 

・自主学習や算数日記に取り組む中で，主体的に学
ぶ楽しさに気付く児童が増加。 

・家庭学習の定着率は，宿題提出率 98％，自学実施
率 98％，予習実施率 91％といずれも向上。 
 

 

 

 

「チーム川尻」で学力 UP！ 
～学校と家庭と児童 de ワンチーム～ 

 児童の主体的に学ぼうとする態度を育成するた
め，家庭学習に，授業と関連させた「予習」を取り
入れました。保護者にも，家庭学習の目的や具体の
取組を知らせ，協力していただきました。 
 

 

 
家庭学習の手引き 

 

「チーム川尻」 

 全ての児童が主体的に学びに向かえるように，学習のつまずきをレディネステスト等で分析し，つまずきに応じた手立てを講

じるようにしています。児童一人一人が思考を働かせる場を位置付けた「川尻小の授業モデル」（課題をつかむ 一人で考える

みんなで考える まとめ，振り返り）の流れを基本にした授業づくりを行い，基礎学力を伸ばしていきました。 

 つまずきの解消のため，個に応じた支援を行う学
力補充教室を開設しました。 〈児童のワークシート〉 

自力解決の補助を基に，
２通り考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業実践 ４年 算数科「面積」 

 

「川尻小の授業モデル」の定着
を 
 

 

参加してよかったことは 
何ですか。 

〈保護者〉 
●分かる達成感が味わえ，意欲
が出てきた。 

●分からないことを調べたり
聞いたりするようになった。 

●分からないことを質問でき
ると喜んでいる。 

●算数の苦手意識が減ってき
た。 

●家でも頑張るようになり，自
主的に学習し始めた。 

 
 

指導は職員が輪番で協力して 

地域の方や学生ボラ
ンティアなど外部の人
にも協力を呼びかけま
した。来ていただいた日
は，子ども達がいつも以
上に張り切って学習に
取り組んでいました。 

〈頑張り賞（賞状）〉 
 
 
 
 
 
 
 

予習ノート 

算数日記 

 

 
子どもの頃，「予習，復習をしましょう。」と言われた人は多いでしょう。でも「復習はわ

かるけど，予習って何をしたらいいの？」そもそも「予習って役に立つの？」と思ったこ 

今まで主に 3年生以上で取組んできた「予習」ですが，2学期

からは全校みんなで取組んでいくことになりました。子ども達に

は学校で指導していきますが，予習が習慣になるようにご家庭

でも積極的に声をかけてください。学習のスピードや理解度は

個人差のあることですから，あせらず各自の状況に合わせてでき

るよう，長続きするようアドバイスをお願いします。 

 

☆1・2学年は，レベル 1 が毎日できるようになりましょう。 

☆3年生以上は，レベル 1からレベル 3 まで，各自に合わせて進めましょう。 

 

 

レベル 1 レベル 2 レベル 3 
① 明日学習するページを開

いて読む。 

② 1・2 年生は音読カード

等の予習欄に印を。 

中・高学年なら自学ノー

トのその日の最初に記

録を書く。 

 

 

① 明日学習するページの

問題を解く。 

または問題を写す。 

（自学ノートか算数ノー

ト） 

① 明日学習するページの

問題を解く。（自学ノー

トか算数ノート） 

② 分かったこと・分からな

かったことについて振

り返りをする。 
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学習の定着のために 
 一度習っただけで，学習が定着する人は少ないです。 

24 時間以内に「予習」「学校の授業」「復習」の 3 回学習

を繰り返すことが理想です。 

 

９/18 予習 算数 P100を読みました。 

 

自学の始めに「予習」をします。 

【一人で考えるための支援】 
Ｕ字型を区切ると３つの四角
形になることを示す色紙の模
型を提示する。 

【自力解決のための支援】 
①「分裂法」と「付け足し法」
をカードで提示する。 

②補助線を入れたら四角形
に名前を付けさせる。 

振り返り 
 ふくざつな形には，いろんな

ほじょ線の引き方があると分か

りました。U 字型は「付け足し

法」でほじょ線を引くとかんた

んだったけど，かいだん型の方

は，分れつ法の方が速くできま

した。 

授業改善 個別支援 

●家庭学習の目的や方法等を児童，保護者に
示し，共通理解のもと，全校で実施！ 

●レベル１・２・３を提示し，個人に合わせ
てレベルアップでやる気もアップ！ 

●家庭学習の定着度を確認するキャンペー
ンを定期的に実施！ 

（予習の振り返り） 
⑨と⑩の問題がむずかしくて

分からなかったので，明日，じゅ
ぎょうでしっかり勉強したいで
す。 

（学習したことを 
活用した問題づくり） 

今からさむくなってくるの
で，はくさいを植えることに
しました。はくさいのなえは
30本あります。１れつに8本
ず植えるのなら，３０÷８＝
３あまり６なので･･･ 

つまずき 
・正方形と長方形の定義の理解が曖昧で，

形の分類を間違う。 

 

レディネステストで分析 

つまずき 
・文章から問題の意味を想像できない。 

・問題の解決に最大公約数を使うことができない。 

レディネステストで分析 

【一人で考えるための支援】 
解決のイメージをもてるよう
方眼のモデル図を示す。 

【自力解決のための支援】 
最大公約数を探すヒントカ
ードを用意する。 

〈ヒントカード〉 
 

公
約
数
が
使
え
る

ん
じ
ゃ
な
い
？ 

みんなで考える 
型にはめない「わちゃわちゃフリートーク」

で考え方の交流 
授業実践 ５年 算数科「整数」 
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〈色紙の模型〉 
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児童の意識の変容
（川尻っ子アンケート）

R1

R2

〈児童のノート〉 
 方眼のモデル図を使
って最大公約数を見つ
けている。 
  

 

 

 

（％） 
〈児童の変容〉 
・自分の考えを表現することが苦手な児童

も，型にはめない「わちゃわちゃフリー

トーク」で，自分の考えを話せるように

なった。 

・分からないところを進んでたずねるよう

になった。 

・正答率 40％未満の児童の「基礎」の定着

を図ることができた。 

 

 

「マナビ-ランド」開設！ 
～放課後学力補充教室～ 

 

～個人に合わせた学習の場づくり～ 
 

予習を川尻小のスタンダードに 
 

 

川
尻
小
の 

ポ
イ
ン
ト
で

振
り
返
り
を

し
た
。 

友
達
の
考
え
と

比
べ
な
が
ら 

話
し
た
り
聞
い

た
り
し
た
。 

川尻小の振り返りポイント 
か 感心したよ 
わ 分かったよ 分からんよ 
じ じっくり 考えたよ 
り 利用した・利用してみよう 



 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科書を基に，単元ごとの重要事項を児童が 

暗唱できるように言葉と図でまとめました！ 

【使い方】 

・ページごとに暗唱し，先生に聞いてもらう。 

・１ページ言えたら，合格シールを１枚もらう。 

・１冊覚えたら表紙に大きい合格シールを貼る。 

・常に机の横にかけておき，自力解決の際に調べたり，まとめの際に暗記したり

する。 

 

 

 

 

 

 

 

「スクリプト」とは，手順を明確に示したことばを短冊にしてラミネートした

ものです。論理的思考力を養うとともに，学習の理解を深めることを目指してス

クリプトを活用した授業を取り入れています。例えば，写真のように前時に作成

したスクリプトを確認し，本時の学習で増えた項目を赤で追加するなど，学習内

容に応じて示しています。 

 校内研修で，全学年で「どの単元で」「どの 

ようなスクリプトを使ったのか」を交流する場 

を設けて浸透を図っています。 

 

主体的に学び，論理的に考え説明できる児童の育成 
―ユニバーサルデザインの視点を取り入れた算数科の授業づくり― 

 
目標       結果 

・単元末テストの正答率７０％未満の児童の割合を０％にする  １７％→0.9％に！ 

・学習意欲アンケートの肯定的評価を９０％以上にする    ８７％→９３％に！ 

 

児童の思考の流れ 

中通小学校 算数科 授業モデル 

 

 

〇既習事項の定着度を把握するため，「じゅんびテスト」を行う。 

○対象児童の誤答を「つまずき 

分析シート」（右図）に沿って 

全教職員で分析する。 

 

〇どのようなつまずきが予想され 

るか，対象児童への手立ては 

適切かを検討する。 

 

○教材（提示する問題，視聴覚教材）や板書は 

適切か，児童への問いかけや手立て（ワーク 

シート等）は適切かを協議する。 

 

○教職員が分担して抽出児童（３名程度）の様子を 

見取り，「ぐんぐんシート」に記入する。 

〇協議を終えた後，このシートに自身の指導に 

生かしたいこと，取り組んでみたいことを 

記述する。 

 

研究体制  ～自分事として捉えるために～ 

問題提示 日常に即した題材や，必然性のある問題の工夫をする 

見 通 し 既習事項をふり返り，生かす 

め あ て 児童の言葉から設定する 

もくもく 見通しを生かして，一人でじっくり問題に向き合う 

シ ェ ア ペアやグループで，自分の考えたこと（わからなかったこ

と）を交流する 

なるほど 図・式・言葉などを使って全体で意見交流し，考えを比較・
検討する 

ま と め めあてをふり返り，手順や重要事項をまとめる 

複数の課題（発展的な課題）に取り組む 

 

ふり返り 分かったこと，なるほどと思ったこと，次に学習してみた

くなったことなど，ふり返る視点を明確にして，自己（ま

たは集団）の学びや成長をふり返る 
 

み
つ
け
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つ
な
げ
る 

ひ
ろ
げ
る 

 

ま
と
め
る 

あんきパンブック ～スパイラル学習～ 

 
 

TRY! TRY! 

スクリプト ～手順を明確に～ 

がんばったらシールや賞状がもらえてうれしいな！授業もよく
わかるようになって，発表できるようになったよ。 

児童は公式や算数用語を忘れて思考が止まった時，すぐに調
べることで学習意欲を維持できていました。 
 

学習のスパイラル化を図ること
で，児童が手順を追って論理的に
説明することに役立っています。 
 

つ
ま
ず
き 

分
析 

模
擬
授
業 

 
 

 事
後
協
議 

指
導
案 

検
討 

 つまずきやすい児童は，授業の時間に教師や友達の話を聞いて
いないため，何をしているのかわからなくなる子が多いです。そ
んな子も，この流れに沿って学習することで板書も構造的にな
り，授業中見通しをもって１時間の学習に参加できています。 

なるほど!実践事例 

 

 

 
第１学年  １００までの数  タブレットで反復練習！ 
 
 

 

 

２０より大きい数はむずかしい
な。 
たくさんあって覚えられ 
ないよ。 

《児童のつまずき》 
○１００までの数をよんだり書いたりで
きない。 

○物と数の呼称のマッチングが正確にで
きない。 

 
《つまずきへの手立て》 
① １００玉そろばんの玉を１つずつ動

かしながら数を数える。 
 
② １０のまとまりと１の数え方を，指

使いを分けて数え，タブレットに数
を書く。 

 
 

 
 
 
③ タブレットで「何十９」の次の数の

練習をする。 
 
 
 
 

 
④ １００ますに１から１００まで書く

練習をする。 
 

「２１，２２，２３・・・」１
から順番にふえているんだね。 
あれ，途中でわからなくなっち
ゃった！ 

１０のまとまりの数え方と，１
の数え方はちがうんだね。 
 
「１０が４つと１が７つで４７」 
１０と１を分けて数えるとかん
たん！ 

かずのいろんなきまりをみつけ

たよ！１００ますをかくのも早

くなったよ。 

 

 
第４学年  ２けたでわるわり算の筆算 いつでも付箋で確認！ 
 

 

 

数が大きいわり算はどうやって
やるのか，どこに数をかいたら
いいのかわからないよ。 

《児童のつまずき》 
○わり算の場面のイメージができない。 
○わり算の筆算で，空位に商をたてた
り，たてた商が正しくなかったりす
る。 

 
《つまずきへの手立て》 
① お金の図を囲んで分けることを通し

て，わり算の場面を捉えさせる。 
 
② 筆算の手順を付箋にかいて，ノート

に貼る。それを見ながら手順に沿っ
て付箋を見なくてもできるようにな
るまで繰り返し筆算をする。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

③ 空位がある計算など，手順を応用す
る問題に取り組ませる。 

 

同じ数ずつにわける＝わり算な
んだな。 
お金みたいに，位ごとに分けて
計算できそうだな。 

位ごとに分けたら，今までのわ
り算と同じだ！ 

① 見当 
② たてる 
③ かける 
④ ひく 
⑤ おろす 

を繰り返せばいいんだね。 

３９のつぎは，十の位が１つ

大きくなるんだね。 

もう付箋を見なくても，筆算がで
きるようになった！ 
もっとやってみたい！ 

１の位を隠して考えると，九九
で商がたてられるぞ。 

上記の各種データは，中通小学校のHPにて公開しています。 

ページが変わ

っても付箋を

移動して確認

できるから 

便利！！ 

タブレットだ
と同じシート
で何度も練習
できるから 
便利！！ 

 

Web上でのドリル学習 
 

誤答分析を中心に 
 

朝の帯タイムで個別支援 
 

低学年週１回・高学年月２回 
復習授業 

 

 

学力FU教員 

研究推進教員 

校 長 



 

 

  

 

観察した子どもの様子を交流し，効果的な支援について研修 

小学校は，学級担任が一切の責任を負って取り組んでしまいがちです。 

しかし，学力フォローアップ校事業の指定を受け，教職員同士の横のつながりを意

識した組織体制の強化を図ったことで，一人の子どもの姿を様々な視点からとらえる

ことができ，よりよい支援を工夫して行うことができました。一人の子どもをみんなで

見守り，その子の成長を喜び合うことができました。 

また，授業研究では，縦のつながりを意識した授業実践を積み重ねたことで，ゴー

ルを見据えた教材の捉え方や子どもの学びの姿について考えが深まり，子どもの学

びの状況を分析する力や必要な支援について考える力がつきました。 

子どものつまずきを解消するためには，子どもを支えるわたしたちのネットワークを

強化することが何よりの近道であること，子どもの状況を共 

有化したり子どもの変容を様々な視点で見る力をつけたりする 

ことが大切だと気づきました。 

実践発表会アンケートより（R2.12.24実施） 

 指導にあたって児童のつまずきをまずしっかり分析をし，実践を繰り返す

ことが必要だということがわかりました。また，先生方の情報共有も大切な

ものになると思いました。あとは，縦のつながりをより意識していくことが

必要だと思いました。本校は小中一貫教育校でもあり，ある学年の時はこの

方法で計算をやっていたが，今はこうやってみてと言われるといったことが

起きると，子どもたちが混乱すると思います。９年間を意識した指導をして

いくことが必要だと感じました。 

学力フォローアップ校

事業

研究推進教員

フォローアップ

教員

学級担任
養護

教諭

通級指導

担当

特別支援

コーディ

ネーター

専科

教員

栄養

教諭

つまずきを 

解消するための 

支援の工夫 

～つまずきを解消する最善の策～ 
 

～子どもたちをみんなで支える～ 

放課後学習教室の設置 

学力に課題がある子どもたち（対象；2～5 年）を中心として，放課後に家

庭学習のサポートを行いました。このサポートにより，家庭学習の習慣が身

に付き，学校での学びの姿にも変容が見られました。 

 

～自立した学習者を育てる～ 

特別支援教育の視点（ユニバーサル

デザインの視点等）をベースにして 

● 授業改善 

● 支援計画の修正 

子どもたちの学習の様子から 

●学習定着状況を把握 

●つまずきの様子や支援の

効果について分析 

構想から実施まで組織的に研究し，実践を積み重ねる 

大竹市立小方小学校 

広島県大竹市小方ヶ丘 1 番 1 号 

E-mail:ogatakko@fch.ne.jp 

子どもたちが，宿題をしてこないことを子どもの努力のせいにし

て終わらせてはいけません。学校で学んだことがよく理解できてい

ない，家が学習する雰囲気になっていないなど様々な原因がありま

す。放課後学習教室は，わからないときにはいつでも教えてもらえ，

安心して学べる場として，学習意欲の向上に大きな役割を果たしま

した。 

続ければ子どもの学びの姿は変わる 

全ての子どもたちの 

健やかな成長を願って 

大竹市キャラクター 

コイちゃん 

平成３０・３１・令和 2 年度 学力フォローアップ校事業指定 

 

日々の実践に生かす よりよい支援，指導法の改善へ 

A 児：授業中一生懸命気配を消し，困っていることを知られないようにし

ていました。放課後学習教室に来た最初の頃は，ランドセルの中のものを

ばらまいて必要なものを取り出していました。「漢字なんか覚えなくたって

いいの。」と豪語していた頃の字は，マスに入らず，横画の数が違う，点の

位置が違うなど課題だらけ。今では，分数のたし算引き算の通分約分を間

違えず，もちろん漢字もばっちりで立派に学習しています。 
 

B 児：視覚刺激に過剰に反応してしまうので，落ち着いて学習することが

苦手です。算数の表の整理の学習の時に情報を読み取るむずかしさを感じ，

自分でそのことを訴えてくれました。刺激を減らす支援，情報の見方の方

略を支援すると，学習意欲が高まり，困ったときに必要な支援を要求する

ことができるようになりました。 

みんなで見守る 

課題を把握 

分析したものを共有 

支援方法について検討 

放課後学習教室 

フォローアップ教員 

研究推進教員 

学級担任 

 

事前協議 

 
 

研究協議 

研究授業 

授業者，学年担任，研究主任，研究推進教員で授業プランを

検討   

単元構想の決定  

＜教材分析・子どもの実態分析・目標分析＞を教職員の協働的な

学び合いにより検討する。 

具体的な支援の決定  

授業のユニバーサルデザイン化（視覚化・共有化・焦点化・構造

化・身体性の活用）等特別支援教育の手法をベースに考える。 

つまずきの大きい児童の様子と支援の効果を中心に観察 

 

共有 

授業者の支援計画に沿って，観察シ

ートに気付いたことをメモする。対象

児童への支援の有効性を中心に観察す

る。 

各自の観察シートをも

とにグループごとに支援

の有効性について座標軸

で分析する。その後全体交

流で，よりよい支援につい

て共通認識を持つ。 

改善した指導法（例） http://members.fch.ne.jp/ogatakko/15kyomu.html 

＜2 年＞わり算につながるかけ算九九の指導法 ＜3 年＞要約力を育てる読解指導法 

＜4 年＞わり算筆算の指導法    ＜低学年＞読みの流暢さを目指したひらがなの指導法 

～小数のわり算までを見通した計画的な指導法～  ～多層指導モデル MIM を活用して～ 

ポイント Ⅰ 

ポイント Ⅱ ポイント Ⅲ 

児童の変容 

成果 

http://members.fch.ne.jp/ogatakko/15kyomu.html


               

＜児童の声＞ 
 
〇 ぼくのたから物はルンルン教室
です。ルンルン教室の先生がやさし
いから，ぼくはルンルン教室の先生
みたいになりたいです。ぼくは，ず
っとルンルン教室に通いたいです。 

〇 わたしは，ルンルン教室に来て，
計算が早くできるようになりまし
た。宿題も前よりも早くすませるこ
とができるようになりました。ルン
ルン教室に通うことができて良か
ったです。 

〇 分からないことはすぐに先生に
質問して，ていねいに教えてもらう
ことができるので，勉強がよく分か
るようになりました。これからも集
中してがんばりたいです。 

東広島市立 

中黒瀬小学校 

センダンタイム 全学年 週１～２時間 

 

学習内容の復習を行い，教室での指導を行うと
同時に，習熟度に応じて，少人数での指導を学習
室で継続的に行いました。分かったことを毎時間
振り返りカードに書かせることで，児童が１時間
の中で「わかった」「できた」と思え、達成感を味
わえる授業を行いました。 

放課後ルンルン教室 
算数科を中心としたＴＴによる授業 

〔実施日〕 月曜日・木曜日・金曜日の放課後 

中黒瀬小学校では，３年間「学力向上を図
るための『わかる』『できる』授業の創造」と
いう研究主題のもと，研究をすすめてきまし
た。 
本校では，中小授業スタイル（１単位時間

の授業の流れ）に基づく授業，算数科を中心
としたＴＴによる授業，学力に課題のある児
童に対する個別の指導計画を活用した個別指
導等の学力を高める取組を行いました。 

第２～５学年 

週１～２時間 

本校は，学校教育目標を「夢と志をもち，主体的に取り組む児童の育成」
とし，児童一人一人が自ら目標を立て，強い意志をもって自ら考え努力す
ることを願って設定しております。この目標を踏まえ，「できた」「わかっ
た」「楽しい」を継承するとともに，「みんなで 考えよう やってみよう 
つなげよう」を合言葉に，基礎学力の定着を図りながら，主体的・対話的
で深い学びに向けた授業改善に取り組んでいます。 

校長 

研究推進教員 

個別の指導計画 

各担任が，学力における個別の
指導計画を作成しました。研究授
業においても，「児童の実態」「つ
まずきの要因」「指導の手立て」
の三つについて検討し，学習指導
案にも載せました。児童の実態か
らつまずきの要因を分析し，指導
の手立てを工夫しました。また，
日々の指導にも生かすことがで
きました。 

１ 問題提示 
２ 問題の分析 
３ 課題の設定 
４ 見通し 
５ 自力解決 
６ ペア・グループ 

学習 
７ 全体交流 
８ ミニまとめ 
９ 適用問題 
10 まとめ 
11 振り返り 

１ 課題の設定 
２ 情報の収集 
３ 整理・分析 
４ まとめ・創造・ 

表現 
５ 実行 
６ 振り返り 

算数科 

中小授業スタイル 

（１単位時間の授業の流れ） 

国語科 

課題発見・解決学習の 

単元の流れ 

「わかる」「できる」ための指導の手立て 

① 学習に臨む姿勢や，始業の児童の動きに対
する取組（瞑目する時間をとる。） 

② 学習環境を整備する取組 
③ 児童に今必要なものだけに注目させる取組 
④ 学習に必要なものを必要な時に用意させる

取組 
⑤ 見えやすく分かりやすい掲示の方法 

瞑目 

立腰 

特別支援教育の視点からの授業改善 

 家庭学習や授業で分からなかった課題
などに取り組ませ，学力の定着を図りま
した。児童が分からなかったり，どうや
ったらよいか困ったりしたら，すぐに教
職員が対応するため，児童は安心して学
習に取り組むことができました。 

授業を支えるため 

の６つの取組 

① 朝読書・朝学習 

② ぐんぐんタイム 

③ サマースクール 

④ 家庭学習 

⑤ 漢字・計算の取組 

⑥ 読書活動の充実 

【３年間の取組による成果】 
・ヒントカードやＩＣＴの活用など，個の実
態に応じた手立てをしたことで，児童が「わ
かった」「できた」と感じることができるよ
うになりました。 

・個→ペア・グループ→全体という活動の流
れを確立することで，学びが深まりました。 

・センダンタイムや放課後ルンルン教室の個
別指導により，学校全体の学力向上につな
がりました。 

【中黒瀬小学校の取組のアピールポイント】 
・全ての教職員（チーム中小）がそれぞれの
個性を発揮しながら，学校教育目標や研究
主題の実現に向けて団結して取り組んでい
ます。 先生達の声 

 国語科や算数科の

教科の一部の時間を

センダンタイムとし

ています。 

 ぐんぐんタイム

では，基礎的な計

算や漢字の反復練

習を行いました。 

学習の見通しを
立てたり，考えを
もったりすること
が難しい児童に
は，個別に説明し
たり既習事項につ
いて考えさせたり
しながら，指導・
支援を行いまし
た。 



廿日市市立阿品台東小学校

研究授業で行った学習指導案や研修の様子をホームページに掲載 HP：http://www.hatsukaichi-edu.jp/ajinadaihigashi-e/

全教員で，つまずきの要因を分析

手立て

活用
（使う）

□抽象化の弱さ
□般化の不成立

習慣
（身に付ける）

□記憶の苦手さ
□定着の不安定さ

理解
（分かる）

□認知の偏り（視覚・聴覚）
□複数平行作業の苦手さ
□曖昧なものへの弱さ
□イメージすることの苦手さ
□学習に仕方の違い
□理解のゆっくりさ

参加
（活動する）

□状況理解の不十分さ
□見通しのなさへの不安
□関心のムラ
□不注意・多動
□二次障害

児童の実態を多面的に把握
学力調査の結果
テスト・ノート・宿題
学習の様子（動画）
日頃の生活の様子
掃除・クラブ・委員会
前年度までの状況
家庭環境 等

授業研究

学校全体として

すぐに実践
広がる授業改善！

わからない・できない

児童のつまずきの要因を
ユニバーサルデザインの
視点に照らして分析

研
究
体
制

づ
く
り

１年目
・児童のつまずきを多面的に分析
・授業分析の視点の焦点化
・課題のある児童に焦点を当てた見取り

２年目
・系統性を意識した研究協議
・ユニバーサルデザインの視点を
活用したつまずきの要因分析
・汎用性の高い学習指導案の作成

３年目
・研究授業の成果から日々の授業改善へ
・指導事項から手立てを焦点化
・公開研究会
（研究成果・取組実践の普及へ）

問題理解を促す
教材・教具の工夫

「読む」力を高
めるために子ど
も新聞を読む

「聞く」力を高め
るための
「聞き耳タイム」

学習意欲を喚起さ
せる導入の工夫

個に対する支援

放課後の学力補充教室

落ち着いて学習
に取り組むため
の環境づくり

音読や計算カードを丁
寧に聞くことを通して，
児童に寄り添う

活用
（使う）

⑭機能化（日常生活への実用・発展
的課題）
⑬適応化（応用／汎用）

習慣
（身に付ける）

⑫スパイラル化（学年・単元間・教
科間の重複の意識）

理解
（分かる）

⑪共有化
⑩身体の活用（動作化／作業化）
⑨視覚化
⑧スモールステップ化
⑦展開の構造化
⑥焦点化

参加
（活動する）

⑤時間の構造化
④場の構造化
③刺激量の軽減
②ルールの明確化
①クラス内の理解促進

ユニバーサルデザインの視点を活用

児童の思考を焦点化
させる発問の工夫

児童の思考を促す
ICT機器の活用

基礎的・基本的な
学力定着のための
「音声計算」

「学習のルール」の掲示
学習の内容を自己決定

児童が自分のがんばり
を実感できる
「ふりかえりカード」

地域ボランティア
による学習支援

TT等による
低学年への
丁寧な支援

テストやノート，日
記，図工の作品など，
様々な資料から分析

児童の学習の様子
（動画）を見なが
ら分析

〇時間の構造化…見通しを持たせる板書の掲示
〇場の構造化…教室掲示の見直し
〇ルールの明確化…聞く・話す態度

つまずきの要因に対応した手
立てをユニバーサルデザイン
の視点から考える

研究通信
「わかった・できた！」

今後にむけて…
研究推進体制の継続
・全教職員での組織的な取組
・日々の授業改善につながる
研究授業
・放課後等の学力補充

成果
課題のあった領域で研究授業を行った
結果，正答率が向上

学年 領域 問題の内容
全国平均との差 H30

との差H30 H31

１ 数と計算 減法の問題づくり 22.4 39.2 ＋16.8 

２
量と測定

身近にあるかさの単位
の理解

2.2 17.1 ＋14.9 

読むこと
（国語科）

事柄の順序を考えなが
ら読み取る

-8.4 7.8 ＋16.2 

３ 量と測定 道のりの意味理解 -12.8 -0.8 ＋12.0 

４
面積

複合図形の面積を求め
る式を選ぶ

-9.5 3.0 ＋12.5 

５
数と計算

小数倍の文章問題を解
くための除法の式を選
ぶ

-18.0 -4.8 ＋13.2 

６
数と計算

基準量が分数の場合の
比較量を求める

-10.9 6.3 ＋17.2 

学習規律の徹底
ガイドブック
「学問のすすめ」

児童の変容
★つまずくと，投げやりになってしま
う児童が，最後までやりきれるように
なった

★学習に前向きに取り組めなかっ
た児童が，意欲的に取り組めるよう
になった

★読み取り問題や，基礎的な計算
問題の定着が難しかった児童が，自
信をつけてきた

★高学年児童でも，日々の課題をや
りきることで，学習に意欲的になり，
学力の向上もみられた

前向きな振り返り

学習内容を的確にとらえた振り返り

数字と量感が
一致しない

「要因分析シート」を活
用して，つまずきの要因
から手立てを導き出す

意欲的に発表
する児童

その他の実践事例 国語科で学習した「ビーバー
の大工事」で読み取った内容
を図画工作科の粘土で表現
（教科横断的な学習展開）

電子黒板で説明
する力を育てる

正答率の低かった単元の内容を楽し
く学べる「算数パワースポット」
（階段の踊り場に設置）

できなくてやぶって
しまったプリント

算数だけでな
く他教科でも
意欲的に

さいごまでやり
きったテスト

児童の実態に応じた
教材・教具を活用す
ることで，数字と量
感が一致してきた



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県「学力フォローアップ（ＦＵ）校事業」指定校 

通級指導・ＦＵ勉強会・家庭学習において 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「漢字イラストカード」の実践へ 

➋選択型漢字テストを実施したり，「漢字イラストカード」

を作成したりする。 

国語科の授業において 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  5年生「大造じいさんとガン」の実践へ 

四季が丘小学校では，学びの変革パイロット

校事業と学力フォローアップ校事業を両輪に据

え，全教職員で研究に取り組んできました。ブラ

ッシュアップを重ねた学習指導案と明日からの

実践に生きて役立つ研究協議が自慢です！ 

算数科の授業において 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  1年生「たすのかな ひくのかな」の実践へ 

ＦＵ勉強会において 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「言葉絵カード」の実践へ 

❸果物・野菜・動物・乗り物など，生活になじみのあるも

のの絵カードを用いて行う。 

➀問題場面が理解でき

ているか。 

③解決の手順を理解で

きているか。 

 

②数が何を表しているの

か理解できているか。 

 

➀ 動画等の視覚支援を取

り入れた問題提示を行う。 

②「お話問題ばっちりくん」

を用いて説明する。 

③「お話問題読み取りくん」

を使って考える。 

➊「言葉カード分析」を使って絵を見て名前を言わせる。 

➋「言葉絵カード」 を使って言葉と絵をマッチングさせ

る。毎日，放課後に時間を計って１つずつ絵を見ながらそ

の名前を言わせる。 

➊漢字テストをもとに「漢字誤り分析」を行い，想起の

仕方や見え方を捉える。 

キーワードが書かれ

た「文章再現カード」

を操作しながら自分

の考えをまとめます。 

学びの系統性と具体的

な支援や手立てを明記

した 学習指導案 

校内研修での学びの

内容をまとめた 

研究推進便り 

具体的な支援や手立て

の活用をふまえた 

効果のあった実践事例 

手立てや支援のヒントと

なった 参考文献 

（例）『コグトレパズル』 

宮口幸治著（ＳＤクリエイティブ） 

・ＦＵ勉強会に来てから，算数の点が

上がって算数が好きになりました。6

年生になってから大変になるから，

今，勉強会に行っておいてよかったと

思いました。（5年児童） 

・自分の力で問題をといてみます。

（3・６年児童） 

安心して学ぶ環境づくりに努めました。あき

らめずに自分の力で学びに向かう児童が増

えてきています。（ＦＵ教員） 

宿題をやり終えているからか，家で「自主勉やっている

よ。」という言葉をよく聞きます。今まではほとんどやった

ことがないことを自ら取り組む姿に感激です。（保護者） 

自分の考えをまとめる時に，鉛筆がとま

ってしまいます。 

表 裏 

たしかめようのテストで初めて 90点とれました。

この方法でたくさんの漢字を覚えていきます。 

学習指導案や教材・教具（文章再現カード，お話問題ばっちりくん等），研究推進便りなどをホームページに掲載しています。    

       ←こちらの「パソコン博士」のマークが目印です！                       http://www.hatsukaichi-edu.jp/shikigaoka-e/ 

 

繰り返し練習をしていますが，漢字の定

着が難しいです。 

    「練習がたりないから書けない」と思わ

れがちですが，そうではありません。漢字 

の読みと書きのどちらにつまずいているのかを 

捉えることが大切です。また不器用さや視知覚の 

弱さが背景にある場合もあります。 

➀表現することへの意欲

があるか。 

③語句の意味を理解でき

ているか。 

②主語・述語の関係を捉

えているか。 

➀ 話型や文型を提示する。 

 

②「文章再現カード」を操

作して考える。 

③画像によるイメージ化を

図る。 

校長 

計算はできますが，文章題を正しく解

くことが難しいです。 

    文章題を解くためには，そのプロセスの

理解が必要となります。 

演算決定が正しくできても，「６－８」な

どと立式する場合もよくあります。また，ありえな

い答えになっていることに気づかないこともあり

ます。解決の手順を視覚化することが有効です。 

語彙の少なさや，語のまとまりの捉え

にくさから音読が難しいです。 

    語彙には，これまでの生活経験が大き

く関わってきます。生活と言葉をつなぎ 

ながら，まずは言葉を獲得していくことから始 

めます。次に，言葉と意味をつないでいきます。 

どちらも楽しみながら進めていくことがポイン 

トです。 

演算決定の根拠を絵・

図・言葉をもとに分か

りやすく説明します。 

表には熟語を表す絵を裏

には熟語の読みや自分な

りの覚え方をかきます。 

言葉を素早く思い出す

ことを大切にして言い

ます。 

     考えを「まとめる」ためには，さまざま

な知識や技能を必要とします。 

まずは，表現することへの意欲があるか，次に 

主語・述語の関係を捉えているか，また語句の意

味を理解できているかなど，練習問題を通してつ

まずきを丁寧に捉えることが大切です。 

教頭 

  研究推進教員  ＦＵ教員   通級指導担当  

職員室では，担任，ＦＵ教員，通級指導担当，研究推進教員が

「気になるあの子」の学びの姿やがんばりを伝え合う場が見ら

れます。できるようになったことがひとつ，またひとつと積み重な

ることが児童と教員の元気とやる気につながっています。児童と

教員が安心して学べる環境づくりに努めています。 

言葉をはやくいっぱい言えるようになったよ。

毎日，先生といっしょにやって楽しかったよ。 

今まで説明はできなかったけど，「ばっちりくん」を

使うとできました。うれしかったです。 

言葉カードを使って何度でも考え直すことで，大造

じいさんの人物像をまとめることができました。 

廿日市市立四季が丘小学校 

http://www.hatsukaichi-edu.jp/shikigaoka-e/


 
 
 
 
 
 
研究内容の Point は，「学習の分かりやすさ」と「学習の徹底」！ 
          「全体への指導」と「個に応じた指導」！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■児童の実態 
  平仮名を覚えることが苦手で，形をと
りにくい。音が不明瞭なところがあっ
て，書き間違いをする。 

■手立て 
① 児童机にラミネートした「五十音
表」を貼る。 
（児童に確かめてから貼る。） 

② 平仮名積み木の貸し出しをする。 
（保護者に言葉遊びの協力を依頼） 

③ 絵日記（９月～） 
・ １週間に１回絵日記を書く宿題を出す。（保護者の協力） 
・ 書き方のポイントや例文を示す。（絵日記を綴じるファイルの内側に
貼る。） 

・ ３文で書けていないときには，教師が声掛けをして児童が話したこ
とを付け加えさせる。 

■児童の変容 
 ○ 「五十音表」を見なくても平仮名が書けるようになった。 

「五十音表」を外すかどうか児童に尋ね
たところ，「貼ってあったほうがいい。」と
いう言葉が返ってきた。手元に「五十音表」
があることが，文を書くときの児童のより
どころとなっ
た。 

○ 平仮名の形
が崩れたり脱
字があったり
したが，１月の
絵日記では，平
仮名の形が整
ってきて３文
で書けるよう
になった。 

 
 
 
 

■児童の実態 
漢字の字形を正確に捉えることが難しい。横画や縦画の数を間違えて正

しく書くことができない。 
■手立て 
 ① 教材の工夫 

・ 漢字の細部に気付きやすくするため，漢字ドリ 
ルを 1.5 倍に拡大したプリントを活用する。 

・ 字形を捉えられるように，蛍光ペンで書いた漢 
字を鉛筆でなぞれるようにする。 

 ② 一斉指導での工夫 
  ・ 新出漢字の学習で，とめ・はね・はらい等の気を 

付ける部分や間違えやすい部分をチョークで色分 
けして板書する。 

・ 間違った漢字を板書して，間違い探しをする。 
 ③ 定着させるための工夫 
   登校して始業準備が終わった児童から順に，家庭学習

の内容に合わせた３問のミニ漢字テストをする。 
■児童の変容 
・ あいまいだった部分を正確に捉え，正しい漢字が書け 
るようになった。 

・ ４月に書いた字と比較させることで字の変化に気付 
き，整った漢字を書こうという意欲をもつことができた。 
 
 
 

      →          →          → 
 

 
 

 
 
■児童の実態 
  文字を書くことに抵抗がある。文字の形が整わない。また，ノートの使
い方が身に付いていない。 

■手立て 
 ・ 児童の実態に応じて 

児童用のノートづくり 
をする。 

※板書とリンクさせる。 
※１時間の授業内容を１
ページに収める。 

※問題文の一部分を書い
ておく。 

※筆算を書く場所は点線 
で分ける。 

■児童の変容 
 ・ 枠の中に文字をおさ 

めて書くようになった。 
・ 内容を落とさず書くようになった。 
・ 筆算では，計算の間違いが少なくなった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■児童の実態 
  家庭学習の習慣が身に付いていない。文字を書
くことに抵抗がある。九九を覚えていない。 

■手立て 
  児童の実態に応じて宿題プリントを作成し，取 
り組ませる。（穴あき九九，簡単な小数のわり算， 
漢字のなぞり書き） 

■児童の変容 
  九九を正確に覚え，簡単な小数のわり算ができ
るようになった。11 月から算数の授業で学習し
ている問題を取り入れる。 

  ２月になって，A 児から「みんなと同じ宿題を
したい。」と言ってきた。他の児童と同じ宿題を
してくるようになった。 

児童机に貼った「五十音表」 

７月 17日 

児童の記述(７月) 児童の記述(１月) 

手立てを書き入れた児童ノート 

■授業づくり 
・見方・考え方を働かせる活動の工夫 
  理由や根拠を明らかにして考えるようにします。 
 
・ノート指導の充実 
  基本のノートの型を示して書き方を身に付けさせます。 
 
■学習の徹底 
〇授業 
  授業のゴールを明らかにします。 

練習問題などは全員ができているか確認して，間違いやつまずきの有
無を明らかにします。 
つまずきに応じて手立てを講じます。 

  単元の学習内容を網羅したプリントを作成して，取り組ませます。 
〇ドリルタイム(13:30～13:40) 
  課題のあるところを中心に復習をします。 
  低学年では，問題場面を表した絵から問題をつくる活動をします。 
〇家庭学習 
  授業の内容と関連した学習課題や自主勉強に取り組ませます。 
  直しは，声掛けをして，その日のうちにやり切らせます。   
 
■学習環境の整備 
  学習のあしあとを教室や廊下に掲示します。 

児童のよいノートも掲示します。 

江田島市立江田島小学校 学級数(10) 全校児童数(223名) 

「なぜ？」「どうして？」「どこから？」 

全体への指導 

■授業 
  算数科の授業は，全学年，担任と担任以外の教員で行います。担任以
外の教員は，学力に大きな課題がある児童を中心に支援をします。 
支援の内容や方法，児童の様子を記録し，児童のつまずきと手立てに

ついて担任と連携します。 
 

■ドリルタイムのフォローアップ（13:30～13:40） 
  学力フォローアップ教員等が，学級に入り，学力に大きな課題がある
児童の個別指導をします。 

 
■給食前のフォローアップ（12:05～12:20） 
  学年を絞り，学力に大きな課題がある児童と算数を大好きにしたい児
童が自由に参加して算数のつまずきを解消するための課題に取り組み
ます。図書室で担任以外の複数の教員が指導します。 

個に応じた指導 

効果のあった事例１ ～１年国語科 ひらがな・簡単な文を書く～ 

効果のあった事例３ ～４年算数科 算数のノート指導～ 

 

効果のあった事例２ ～２年国語科 正しい漢字を書く～ 

 

効果のあった事例４ ～５年家庭学習～ 

 

手立て前の児童のノート 手立て後の児童のノート 

A児の家庭学習プリント 

【４月～10月】 

A児の家庭学習プリント【11月～１月】 A児の家庭学習【２月～】 

研究主題  思考力・表現力を育てる理数教育をめざして 
～ 見方・考え方を働かせる活動を通して ～ 

 

１月 14日 



                                          

 

【成果】 
・漢字が苦手な児童の漢字テストの正答率が向上した。 
・市学力テストにおける低学年の正答率40％未満の児童を
減らすことができた。 

・学習への意欲や自己肯定感が向上した。 
【今後の取組】 
・課題を焦点化・共有化し，組織的に取り組む。 

 

 
 

 

 

 

 

・コグトレ 
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平成３０年度・３１（令和元）年度・令和２年度 

学力フォローアップ校 

安芸高田市立吉田小学校 

 

 

 

 

 
【主な取組】 
①  実態把握・要因分析 

【各種テスト・アンケート・行動観察・家庭との連携等】  

②  つまずきの大きい児童の指導計画作成 
③  日々の実践（授業研究・実践交流） 
④  手立ての振り返り・指導計画の改善 
 

 

数詞・漢数字の読み・書きの定着のために，絵を見て
「何がいくつあるか」を書き出す学習を行いました。 

漢字の定着のために，漢字ドリルの音読に，繰り返し取
り組みました。 

 

友達と読み合うことが意欲を高
めました。一文が短いので音読しや
すく，どの児童も達成感を味わえま
す。この取組によって，教材文をすら
すら音読できるようになるとともに，
漢字テストの正答率がぐんと上がり
ました！ 

時間的な順序（いつ）を表
す言葉（「～の前」「～の後」
「～すぎ」）に気を付けて，教材
文の内容を読む学習を行いま
した。 
 

学力FU教員 

時間的な順序を表す言葉が，１日の
どの時間帯を表しているかを数直線で
示すことで，言葉の意味を視覚的に捉
えられるような支援をしました。 

 

放課後学習（45分間）を週3回行い，基礎・
基本の力の定着を図りました。 
 
 
 

教材文を
１枚の紙面
に表 し ， 内
容を把握し
やすくしまし
た。 
 
 
 

説明文の学
習では，中心と
なる言葉を焦
点化できるよう
に ， 選 択 肢 を
準備しました。 
 
 
 

漢字練習ノートのマス目を個に
応じたものにし，なぞり書きできるよ
うにしました。 
漢字練習への抵抗感が少なく

なり，家庭での学習習慣を育むの
に効果がありました。 
 
 
 

長文を紙1枚分に 

吉田小学校では，「対話を機能させ 考えを深める学びづくり」という研究主
題のもと，３年間，国語科の研究を進めてきました。 
研究を進める中で，「言葉の習得」「漢字の習得」が，つまずきの大きい児

童への学力フォローアップに重要であることが 
明らかになりました。 
そこで，本校ではつまずきの大きい児童に対して， 

ことばの力を育む国語科授業づくり・個別の取組を 
重点的に行ってきました。 

子どもに学びをゆだねつつ，適宜子ども同士をつないだり， 
教材にもどしたりして，子どもたちが主体的に学ぶ授業づくりを行いました。 

【 つまずきの大きい子どもの実態と要因 】 
語彙が少ない，漢字・熟語が苦手      学習課題や学習活動を把握しにくい，情報を理解しにくい      学習意欲が低い 

指書きによる漢字の練習・確
認は，書くことに抵抗のある児
童にとって手軽で，修正もしや
すいのでお勧めです。 

「点つなぎ」などの認知機能強化トレーニング
は，時間を計ることで集中力が高まりました。 
学習の終わりに振り返りを記述することで，自分

の学びを自覚することに 
つながりました。継続は力なり！ 

【取組の方向を同じにするために】 
担任・学力FU教員との連携・相談を 
随時・計画的に行うとともに， 
研究部通信を定期的に発行するなどして 
情報提供・研究推進に努めました。 

 研究推進教員 

学校長 

漢字の習得
につまずきのあ
る児童に，次の
学習を繰り返し
ました。 

 
 
 

「漢字イラストカード」の
読みを繰り返すことで，漢字
を覚えて書くことができるよ
うになりました。 
漢字 ・熟語の「意味 」と

「読み」を定着させることが，
漢字の「形」をとらえることに
つながります。漢字の習得に
とても有効です！ 

友達と困り感を 
共有しながら深い
学びをめざします。 

「午前」「午後」「正午」
「お昼前 」 「お昼 すぎ」
「夕方」など日常的に使
っている言葉の理解度が
つまずきの要因になって
いることもあります。言葉
を丁寧に扱う授業づくり
を指導者が意識すること
が大切です！ 

 

見つけた数詞や言葉を使った文を書くこ
とができました。 

①  認知機能強化トレーニング 
②  計算・文章の読み取り 
③  「漢字イラストカード」の読み 
④  家庭学習・自主学習 
⑤  振り返り 

 

【子どもの声】 

★勉強しているとき「分からん！」と言っていたのが 
「えーっと，どうだったっけ？」に変わってきました。 
★漢字や計算ができるようになって安心しています。 

 
 

 
 

【保護者の声】 【先生の声】 
★「分かる・できる」が増えることで，子どもたちの自信と意
欲が向上していくのがうれしいです。 

★個を丁寧に見ていくことが，授業改善につながり 
ました。 

★学校全体で協力する体制を続けていきたいです。 
 
 

★漢字や計算が好きになりました。 
★ペアやグループで学習して勉強が分かりやすくなりました。 
★今日できたことを振り返って書くのが楽しいです。 
★勉強がどんどん分かるようになりたいです。 
 

 
 

①  漢字ドリルの音読を 
全体・個人で繰り返す。 

②  ペアで読み合いを繰り返す。 
③  家庭学習で漢字ドリル音読を 

繰り返す。 

 

① 漢字とイラストを対応させて漢字を読む。 

② イラストだけを見て意味を言う。 
③ イラストなしで漢字を読む。 
④ ①～③を繰り返した後，漢字を指書きする。 

 

「分かった！」「できた1」と児童の
顔がぱっと笑顔になる。その瞬間
を重ねていくことが，やりきる力に
つながってきていると感じています。 

選択肢の提示 

チーム 「百万一心」で！ 
 

【子どもたちの力を伸ばすために】 

○音読 
○全員参加の国語科授業づくり 
○漢字学習        
の充実に取り組みました。 

 

個の変容
実態把握・
要因分析

手立ての

工夫

指書きによる漢字の練習・確
認は，その場で何度でも書く
ことができるので，鉛筆で書く
練習をする前におススメです！ 

い
つ 

見
回
り
が 

お
わ
る
こ
ろ 

日本 COG-TR学会 HPより引用  

 



そのままだと
こうなる

（予想されるつまずき）

あの子に
とって…
（つまずきの要因）

だからこんな手立て
（つまずき解消のための手立て）

あの子たちの様子
（実際の学習状況）

当初の実態
・ 学習規律，生活規律の乱れ
・ 生徒指導上の諸問題
・ 広がる学力差，学習意欲の低下

平成30年度～令和２年度 学力フォローアップ校事業指定 北広島町立壬生小学校 研究のまとめ リーフレット

広島県「学力フォローアップ校事業」の趣旨
児童の「主体的な学び」を促進し，学力の向上を図るため，小学校低
学年段階からの学習のつまずき等を把握し，解消する指導方法等に係
る実践的な研究を進め，その成果を検証，普及する。

１年目
ＩＣＴ活用 実態把握

２年目
動機付ける 読む・書く

３年目
授業のＵＤ化 家庭学習

研究の経緯

専
門
機
関
と
の
連
携

気
に
な
る
あ
の
子
の

お
は
よ
う
か
ら
さ
よ
な
ら
ま
で
を

き
め
細
か
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

その子に分かる言葉
での対話と交流

だれもが安心して学べる
学級集団・学習集団
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H30 R０１

「静と動」を意識し，規律を守った
学習， 教室移動，集合，整列，掃除等が
当たり前の学校となった。

形態 学習段階 めざす子どもの姿 ←←← 気になる
あの子の姿

学習段階 形態

全
体

→

小
集
団

→

個→

全
体→

個

既習・既有

ズレ・妨げ
課題（問い）
の生み出し

解決の見通し

活動の見通し

教科の見方・

考え方の共有

練習

まとめ
関連付け・汎化

振り返り

うん，わかる。できる。

ええ，ちがう。おかしい。
どうするん。

お，もしかして。たぶん。
やるぞ！オー！

おぉ！できた。わかった。
おしえて。おしえたい。
おもしろい。

おぉ，わかる。できる。

あぁ，たしかに。なるほど。
あ！それなら

いいね。
いえでも，やってみる。

教材のしかけ

①選択肢

②かくす

③間違える
など

↓

UD化の三要素

・焦点化
（シンプル）
・視覚化
（ビジュアル）
・共有化
（シェア）

←←←

ふーん。

へ？なにをするん。
なんでするん。

ほとんどわからん。

ボーっとしてきた。

は？知らんがな。
はぁ，そうですか。

ハ～，できん。

ひー，もうやだ。
やりたくない。

問題提示

課題把握

自力解決

練り上げ

まとめ

練習

振り返り

全
体

→
個

→

小
集
団

→

全
体

→

個

壬生小学校 ユニバーサルデザイン化授業モデル これまでの授業
北広島町立壬生小学校 授
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業
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か

庭
てい
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習
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「予
よ

習
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つく
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きょう

科
か

書
し ょ

を読
よ

んで，問
もん

題
だい

になりそうなことを見
み

つける。 
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よ

み，はっきりと書
か

いてあってわかることを見
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題
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文
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つく

る。 
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③２問
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目
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つく
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   １つ問
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題
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ができたら，同
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目
め

をつくる。 

 
 

 

すぴんちゃん 

広島県教育委員会マスコット 

教
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書
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ぶ ん
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じ

主
し ゅ

学
が く

習
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国
こ く

語
ご

の予
よ

習
し ゅ う

にピッタリだよ！ 

 
いつ？ どこ？ だれ？ 
なに？ なぜ？ どんな？ 
どのように？ 

１・２年用 

授業に生かす家庭学習授業のユニバーサルデザイン化
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壬生小学校 ユニバーサルデザイン化授業モデル これまでの授業

「青本」暗唱チャレンジ（全校）

児童に暗唱させたい名文30作品を読
みやすくまとめた「青本」を作り，全児童
に配付した。
児童は，学校でも家でも一生懸命覚え，
休憩時間に職員室で検定を受けている。
「読む力」や「粘り強く努力する力」が
鍛えられている。

１０づくりトランプ（１年）

トランプ遊びを10の補数の定着につなげた。
例：「ぶたのしっぽ」（１～10のカード）
場の一番上のカードとたして１０になる
カードを出したら，場のカード全てをとる。
１０のカードもアウト。（10は端によける。）
手持ちカードからは選んで出せる。

九九本＆ばっちりカード（２年）

九九の従来の唱え方に加え，「４→よん」
「７→なな」など，言いやすい読み方のふり
がなを付し，自分に合った唱え方を選べるよ
うにした。
また，間違いを唱えることがないように，式
と答えが同時に見えるように，配置した。視
覚優位の児童が，式と答えをひとまとまりに
見ることができ，正しく覚えることができた。
自分がよく間違える九九をチェックできるよ
うにし，的を絞って練習できるようにした。

学びの基盤づくり ～音読・１０の補数・九九の定着～つまずき解消の考え方

第１学年 国語科 くらべてよもう「どうぶつの赤ちゃん」 ライオンとシマウマの生まれたばかりの様子を，比べながら読む。

第３学年 算数科 「あまりのあるわり算」 商や余りの意味に着目し，問題に応じて商や余りを処理する。

予習クイズ作り
１年生は，問題文に合う選

択肢を考えて作った。教科書を
読まないと作れないので，家
庭学習で，しっかりと本文を読
み，内容をつかんできていた。

ど
う
ぶ
つ
の 

赤
ち
ゃ
ん 

ク
イ
ズ 

を 

つ
く
っ
て
み
よ
う
☆ 

 

し
ま
う
ま
の  

赤
ち
ゃ
ん
の
、 

生
ま
れ
た  

と
き
の  

大
き
さ
は 

？ 

        

生
ま
れ
た 

と
き
、  

目
が  

あ
い
て
い
て
、   

耳
も  

ぴ
ん
と  

立
っ
て
い
る  

ど
う
ぶ
つ
は   

な
ん
で
し
ょ
う 

？ 

    

① ② ③ 

ぐ
ら
い 

ぐ
ら
い 

ぐ
ら
い 

① ② ③ 

音読
「生まれたばかりの様子が
書かれているところだけを
読みましょう。」
どこに書いてあるかを考え
ながら読ませる。

本時家庭学習

本時家庭学習

クイズの出し合い
作ってきたクイズを友達と
出し合う。
ペアでの活動の仕方は，
初めにモデルを示す。

予習ワークシート
教科書より数値を易しくした
問題を２つ並べることで，問題
によって商や余りの処理の仕
方が違うことに着目させておく。

「これは，どちらの図ですか。」
「そこまでは同じです。」
「そのあとがちがいます。」
（図を出すと）「②の図です。」
「①でもいいのでは？」
「だめです。それでは，あまり
の人がすわれません。」

「あまりをどうする問題か，みな
さんが書いたものを書き出し
ましたが，たくさんありすぎて，
どちらの問題のことか分から
なくなりました。」

「大丈夫です。
ぼくたちが分けてあげます。」

あまりをどうする問題か
が書いてある付箋シートを，
どちらの問題のことかを考
えて分ける活動。
自分の考えを書けない児
童も参加できるしかけ。

同じシートを分けた
友達とのペアトーク

違うシートを分けた
友達とのペアトーク

全体の話し合いでは，家庭
学習での誤答も取り上げ，
子どもの言葉で語らせた。
「それだとあまりの人が
座れなくてかわいそう。」
「あまりの卵２つじゃ，味が
薄いケーキしかできない。」

どう答える
かは，問題を
よく読んで
考えないと
いけないと
思いました。

教科書の問題は適用
題として出題した。

予習プリント④ 月 日（ ）
３年（ ）番 名前（ ）

めあて どう答えたらいいのか，考えよう。

①10人で，ピクニックテーブルを
かりて，食事をします。
テーブル１台に，４人ずつすわれます。
みんなすわるには，何台かりればよいですか。

②れいぞうこに，たまごが10こあります。
まるいケーキを１つ作るのに，
たまごを４こ使います。
ケーキはいくつできますか。

式 10÷４＝２あまり２

答え ２台かりて，2人あまる。

式 10÷４＝２あまり２

答え ２つできて，2こあまる。✓ ✓

もんきちくんが，①と②の問題にチャレンジしたよ。

式と計算はあっているのに，答えはちがう！？
なぜ！？ きみは，このなぞがとけるかな？

式 10÷４＝２あまり２

答え

式 10÷４＝２あまり２

答え

もう一度，問題をよく読んで，図に表して考えてみよう。

どうしてこの答えになるの？
あまりはどうしたらいいの？

どうしてこの答えになるの？
あまりはどうしたらいいの？

自主学習プリント⑤ 月 日（ ）
３年（ ）番 名前（ ）

めあて もう一度，どう答えたらいいのか，考えよう。

①10人で，ピクニックテーブルを
かりて，食事をします。
テーブル１台に，４人ずつすわれます。
みんなすわるには，何台かりればよいですか。

②れいぞうこに，たまごが10こあります。
まるいケーキを１つ作るのに，
たまごを４こ使います。
ケーキはいくつできますか。

式 10÷４＝２あまり２

答え ２台かりて，2人あまる。

式 10÷４＝２あまり２

答え ２つできて，2こあまる。✓ ✓

もんきちくんが，①と②の問題にチャレンジしたよ。

式と計算はあっているのに，答えはちがう！？
なぜ！？ きみは，このなぞがとけるかな？

式 10÷４＝２あまり２

答え

式 10÷４＝２あまり２

答え

もう一度，問題をよく読んで，図に表して考えてみよう。

どうしてこの答えになるの？

あまりの２人のことはどうしたらいい？

この問題は，あまりのことを，

問題です。

どうしてこの答えになるの？

あまりの２このことはどうしたらいい？

この問題は，あまりのことを，

問題です

ライオンの生まれたばかりの
様子は，全体でたしかめる。

「シマウマの文がばらばらに
なって，どうくらべたらよいか
分からなくなりました。ここか
な？」「ちがう！ちがう！」

５つの文から３つを選ぶ。

板書と同じ形のワークシート。
貼れるシートで，比べ読みに
専念できるしかけ。

ペアトークで課題解決

本文の記述を写真や
動作化で確かめ，自分
の言葉で表現させる。

シマウマの赤ちゃ
んがヤギくらいの
大きさでびっくりし
ました。
ライオンの赤ちゃ
んが思ったよりも
小さかったです。

また，
くらべて
読みたい。
次時へ
つなぐ。

保護者の声
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壬生小学校 ユニバーサルデザイン化授業モデル これまでの授業
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学習意欲に関する児童質問紙

肯定度合（全校平均）の推移

１年次, ２年次, ３年次の比較

H30 R０１ R０２



 

授業の工夫 
～ユニバーサルデザインの授業づくり～ 

 
 
 
効果のあった実践事例（６年） 
 
【児童のつまずき】 

算数への苦手意識があり， 
↓ 自分の考えをもつことが難しい。 
 

【手立て】 
①「２：３と同じ比になるソースの混ぜ 

方を４つから選ぶ」学習活動を設定 
する。 

↓ ②選択肢を提示し，答えを選ばせた上 
で，その理由を説明させる。 

 
【変容の様子】 

「４つの選択肢から選ぶ」活動によって， 
学習に対しての抵抗感が小さくなり，意 
欲的に学習できた。 

 
 
【学力調査】正答率 40％未満の児童の減少 
「標準学力調査 算数」における正答率 40％未満の児童の割合 

 H30 年度：14.4％（59 名）→ H31 年度：10％（41 名） 
 
 
 
 
 
【児童アンケート】学習意欲の向上 
「学校の宿題をしている」       

H30：92.4％ → H31：91.6％ → R2：95.3％ 

 
「算数の授業の内容はよく分かる」 

H30：84.2％ → H31：87％  → R2：86.2％ 
 

個に応じた指導 ～放課後学習～  
 
【学力調査より】 

・低学年時に正答率 70％未満の児童は，高学年になって，正答率

40％未満になる傾向が大きい。 

・学力低位層（40％未満）の児童のつまずきが，４年生から始ま

ることが多い。 

【児童アンケートより】 

・前学年からの積み残しによる，算数への苦手意識がある。 

・分からない問題があり，宿題ができない。 

・授業中の説明が多く，分かりにくい。 

取組後の児童の変容 

動作化 
どの児童も授業に参加できるような 
問題提示の工夫 

ペープサートを動かしながら，問題場面を説明す

る児童の様子（１年「３つのかずのけいさん」） 

「がんばりカード」（左）と認定証（右） 

【全校での取組】 
①ユニバーサルデザインの

授業づくりを柱とした授
業づくりの工夫 

②個に応じた指導の継続 
 

「単位分数のいくつ分」のイメージを持たせるた

めに用いたパワーポイントの様子（３年「分数」） 

視覚化 
色わけの工夫，板書とノートの対応
ICT の活用 

【全校での取組】 
①放課後学習の実施 
②児童の実態に応じた宿題の

工夫 
・量の調節 
・定着度に応じた内容の選択 
③授業づくりの工夫 

 

三原市立田野浦小学校 

実施体制の工夫 
【日時など】 

週３日（月・水・金） 
放課後の 15 分間（低・高に分けて実施） 
 

【担当】 
推進教員・フォローアップ教員・担任外 
（必要に応じて担任も参加） 
 

【内容】 
当日の宿題の一部  
※やり残した課題は行わない 

焦点化 
本時のねらいを焦点化し，教材を工
夫する。 

①「レディネステスト」を実施し，児童のつまずきを把握する 
→つまずきの把握とその要因を分析し，児童の実態に沿った手立てを考える。 

②学習指導案の工夫 
→１時間の板書に基づいた授業の流れを示す。 

③「理想のシナリオ」の作成 
→１時間の授業の流れ（細案）と考えられる児童のつまずきを具体的に想定

する。 
→つまずきに基づいた手立てを具体的に設定する。 
→手立ての有効性，他学年や他単元に生かすことができる手立てや他に考え

られる手立てがあったか，事後協議会で協議する。 

研究主題  
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

～個のつまずきの解消に向けた，指導法の工夫・改善～ 

「見える化」による意欲の継続 
「がんばりカード」と「認定証」の作成 

取組前の児童の実態 
個別学習での丁寧な指導 

・「１対１」での指導を基本とする。 

（外国籍児童へは日本語指導教員が指導） 

・児童のつまずきに応じて，前学年の学習内

容なども復習する。 

【参加した児童の感想】 
 
・漢字や算数の勉強ができて，楽し

かったです。 
・宿題がちょっとずつ自分でできる

ようになりました。 
・きれいに書いたら，褒めてもらえ

てうれしかったです。 

【参
加
し
た
児
童
の
感
想
】 

 

賞
状
や
シ
ー
ル
が
も
ら
え
て
，

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

【児童の声】 
・算数がだんだん面白くなってき

ました。 
・式や自分の考えが少しずつ書け

るようになってきました。 
・図のかき方が分かって，できる

ようになってきました。 

【児童の声】 
・同じ宿題のプリントを繰り返して

したので，解けるようになり，自
信がつきました。 

・学校での勉強が分かったので，宿
題自分ですることができました。 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業実践はこちら！

https://www.city.mihara.hiroshima.jp/site/es-nutahigashi/ 

jyugyokaizen.html 

 深い教材研究を！ 

 最も大切なことは，教科書を熟読することである。 

①教材研究の在り方を工夫 

みんなで１つの授業を作り上げていく共同教材研究を行う。 

〈パターン１〉様々な会社の教科書を広げて「めあて」作りからと

もに研究する方法 

〈パターン２〉１学年２クラスを活かし隣のクラスで実際に授業を

してもらったり，したりして指導案を見直す方法 

②協議会の持ち方を工夫 

○授業評価表の活用 

 主体的に参加するために，自分だったらどんな「めあて」にする

のかという代案を考え協議を重ねる。    

○振り返りシートの記入 

ポートフォリオ形式で「今日の学びを受けて，自分の学級でどの

ような取組ができるのか」「取り組んだ結果，効果のあった手立て

や上手くいかなかった手立て」を記入して，協議会の時に交流し合

う時間を設ける。  

（１）温かい教職員集団が温かい学校，学級をつくる！ 

☆「笑い合えるチーム沼田東」をスローガンに 

「みんなで支え合い，みんなで育てる」という意識を持つ。 

☆職員室でのたわいもない会話を大切に 

授業づくり，学級づくり，生徒指導の解決方法のヒントがある。 

（２）全教職員での支援と見守り！ 

☆担任のサポートとともに児童にかかわる 

 朝の会から下校まで管理職を含めあいている教職員が各学級に入

る。   

（３）週２回の暮会 10 分間で児童交流！ 

☆対応策や困り感だけではなく，効果のあった手立てや取組を交流

自分の指導にも活かしていく場とする。 

 

（１）音読と範読の徹底！ 

☆音読・・・国語科だけでなく，社会科や理科の教科書を音読する。 

☆範読・・・支援の必要な児童に内容の意味理解を図る。 

☆読みを深めていく指導・・・常に教材文に立ち返り，自分の考えの根拠を明確にする。 

（２）５つの視点を大切に！ 

特に「めあて」と「まとめ」にこだわる授業を！ 

５つの視点①必然性を感じる問題場面 

各教科や総合的な学習の時間，行事や日常生活等，身近な場から

問題場面を設定し，児童が学びたいという意欲喚起につなげる。 

 

 

 

５つの視点②「めあて」と「まとめ」の整合性 

「めあて」の中に方法，手段を入れることで，思考の方向性が見

えるので自力解決の際，解決しようと課題に向かうことができる。 

 

 

 

「まとめ」では，主語を明確にして，「めあて」や思考過程と関

連付ける。また，概念（考え方）と手続き（やり方），この２つを

セットで入れるよう意識する。 

 

 

 

５つの視点③協働学習で学びの確かめ 

自力解決した類似問題を解き，最初の全体で得た学びを伝え合う

場とする。学びを再確認させることで確実な学力の定着を図るとと

もに，一人一人の児童に自信を持たせる。 

５つの視点④学びを追試する評価問題 

目標の観点に沿った評価問題を解く。 

【例】計算の仕方（思考・判断・表現）の評価の場合 

  36＋４の計算の仕方を記述 

①36 を 30 と６に分ける。②６と４を合わせて 10 

③10 と 30 で 40 と計算の仕方も書く。 

５つの視点⑤効果的な教材・教具の作成 

第１学年「ひきざん（２）」より 

〈児童の躓き〉 

・算数科の問題作りでは，加法・減法ともに問いの文が適切に表現

できない。 

〈問題〉 

 えをみて，３＋４＝７の しきになる おはなしをつくろう。 

               

 

 

 

〈手立て〉 

 

 

 

 

「３文に分けて描いた対象児童の絵」 

 

 

 

 

 

〈手立て〉 

（１）長いスパンを通して 

・教師が書いた模範文をなぞる。写す。声に出して読む。 

・問題文を３文に分けて提示し，３文目は問いの文になることをパ

ターン化させる。 

・児童の好きな食べ物や虫，キャラクター等を登場させた問題を個

別に出して取り組ませる。 

（２）単元を通して 

・国語科との関連を図り，「昔話から算数紙芝居を作ろう」という具

体的なゴールの設定を行う。 

・毎時間場面絵からお話を作る活動を積み重ね，「①既知数 ②既知

数 ③問いの文」の３文で問題文を書くことを徹底する。 

（３）本時を通して 

導入の工夫  ①問題提示は一文ずつ。②自力解決の手立てとなる問題を扱う。 

解決意欲を引き出す工夫 ①めあての設定の仕方を工夫する。 

②児童が生活科で体験した活動をもとにする。 

ペア学習の工夫 → 改善点を教え合う「こうしたらいいよ。」 

 

（具体的な問題場面） 
・生活科での野菜づくりや秋みつけと関連させて考える場 
・社会科で学んだ古墳と学校の運動場を比べおよその面積を求める場 

 

〈変容前の児童の解答〉 

さんびき いました。 

そこに ４にんきました。 

 ①かきが 12 こ なっています。 

②さるが ６こ もちかえりました。 

③のこりは なんこになりますか。 

（第４学年「折れ線グラフ」より） 
×どちらの変わり方が大きいか説明しよう。 
○たてじくの１目もりの大きさに着目して，どちらの変わり方が大きい
か説明しよう。 

〈変容後の

児童の解答〉 

  

第１学年「空き箱を活用

して１０の合成」 

第２学年「九九ビンゴ

で九九の定着」 

 

全学年「漢字ビンゴで 

漢字の定着」 

（第３学年「分数」より） 
分数のたし算の計算の仕方は，10 分の 1 のいくつ分で考えれば（考え
方），分子だけをたせばよい（やり方）。 



 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
  

組織的な取組 
Ⅰ 因島南小授業スタイルの徹底 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業展開を全学年で統一することで，児童が見通しを
持って，一時間の授業に参加できるようにしました。 

特に「つかむ」場面に重点を置くことで，自分の考え
を持って主体的に学びに向かうことができる児童が増え
ました。 

具体的な実践事例 
 

本研究を通しての教職員の声 
   

尾道市立因島南小学校 
 因島南小学校では，３年間「基礎的・基本的な学力を定着させる授業づくり」という研究主題
のもと，学力テスト等で特に課題の大きかった算数科を中心に研究を進めてきました。 
 本校では，学力に課題のある児童のつまずきの要因分析に重点を置き，教職員全員での組織
的な分析，課題克服のための手立ての開発に取り組みました。 

Ⅱ 系統表を活用した「つまずき」の分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第４学年算数科「角」の授業 
つまずき  

角の大きさが辺の開き具合によって変わるというこ
とが理解できない。また，角の大きさを測定する手順
が定着しづらい。 
手立て  

辺の開き具合を捉える教具「角度器」の活用。測定
する手順をスモールステップで整理し，作業手順ごと
にナンバリングする。 

 
 
 
 
 

児童の変容 
 教具を使うことで，問われている角度が表している
範囲（辺の開き具合）を認識できるようになった。 

整理された作業手順のナンバリングをもとに自力で
角度を測定し，測定方法を言語化することができた。 

※１・２ 

「因島南小学校算数科系統表」「児童

の分かり方の特性」は因島南小学校

HP に掲載しています。 

因島南小学校算数科系統表（※１） 

 

 

 

振り返り 
本時の学習について，自分の学び

を客観視し，次の学習へとつなげる
メタ認知の場とする。 

つかむ 
問題把握だけではなく，解法や答

えの見通しまで持たせ，「どのよう
に」「どうやって」課題解決をすれ
ばよいかを確認する。 

自力・（小）集団解決 
つかむ場面で得た見通しをもと

に自分なりの考えを持って主体的
に最後まで学習に取り組み，他者と
の練り合いで理解を深める。 

Ａ教諭 
 「つかむ」において，児童を同じ土俵に立た
せた上で自力解決につなげるというスタイル
は，算数科だけではなくすべての授業に生かす
ことができると分かりました。今後の授業づく
りも役立つと感じました。 

Ｂ教諭 
 課題を系統的に捉えることで，協議では「単
元全体」や「他の単元」などの発言が増え，一
人では気付けない見方から，手立てを考えるこ
とができました。学年間や異学年間での交流を
行うことができ，教員同士の情報共有につなげ
ることができました。 

Ｃ教諭 
 児童の分かり方の特性を意識した授業づくり
を通して，「視覚的支援の効果が高い」と安易に
ＩＣＴ等を取り入れることは逆効果であり，指
導者の意図と児童の特性を踏まえて活用してい
くことが重要であると共有できました。 

Ⅲ 児童の分かり方の特性を踏まえた手立ての開発 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 小学校６年間の算数科の学習内容と，児童の考える順
序や理解・認知する方法や能力などを系統的に整理しま
した。児童のつまずきの分析や個の特性に合わせた手立
ての開発を進めるために活用しました。 

継次処理能力優位の児童に
はスモールステップでの手
立てを提示してみたら？ 

問題場面理解には視
覚的な支援が有効だ
と考えられる。 

児童の分かり方の特性（※２） 

通分のためのかけ算
九九から課題が見ら
れる。 

３，４年生での分数の
意味理解が不十分なの
では？ 



府中市立旭小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題  主体的に学び続ける児童の育成 
―学習者全員が自分ごとの課題として探究することのできる単元構成と発問と個への手立ての工夫を通して― 

      

府中市立旭小学校 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

             

 

チャレンジカードを使い，学習習慣

を身に付ける取組を行っている。保護

者と連携して学期に１回，１週間強化

週間を実施している。 

 

・起きる時刻 

・テレビ・ゲーム 

の時間２時間以内 

・寝る時刻 

・決められた時間 

学習する。 

・宿題をやり切る。 
 

 

本校の児童の課題 
●基礎学力の定着が不十分。 

●生活体験，読書量の不足などによる語

彙量の不足。 

●メディアに費やす時間が多いため,家庭

学習が未定着。 

●自己効用感が低く主体的に学習に取り

組めない。 

という課題を受け,国語科を中心に特に 

□個のつまずきの実態把握と要因分析 

◇視覚化・焦点化・共有化による手立て

の工夫 

を視点に授業改善に取り組んだ。 

 また，授業以外ではドリルタイム・チ

ャレンジカード・放課後補充学習等を行

うことで，課題の克服に努めた。 

 児童の理解度を知り，その日のうちに

直しをさせることで，やり切る力を付け

ると共に基礎学力を身に付けさせるこ

とをねらいとして，宿題点検と直しを全

校体制で取り組んだ。担任だけでなく第

１，２学年は研究推進教員，第３，４学

年は FU 教員，第５，６学年は管理職と

教育上特配員で見る。 

児童の理解に有効だった教材教具を

みんなで共有し，さらにバージョンアッ

プできるように教材ルームや教材フォ

ルダーを作り，活用している。 

 楽しく語彙を増やす取組や基礎学力を身に付ける

取組を行っている。 

ドリルタイム 

（１） 個の実態把握と要因分析 
 

 
 

 

対象児童の変容 
 

〇単元テスト全国平均との差（％） 

教科 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ 年度差 

国 －17.3 －9.3 －12.8 ＋4.5 

算 －16.7 －14.7 －14.1 ＋2.6 

 
〇意識アンケート（％） 

 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ 

進んで学習する 50.0 58.3 54.5 

分かるまで努力する 40.0 42.0 45.5 

 

〇チャレンジカード（％） 

 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ 

家庭学習の定着 16.6 61.0 63.6 

 
 

    学びを支える環境 

学習意欲の向上と家庭学習の習慣化 

・「寺子屋あさひ」と称して，週 3 回の放

課後補充学習を実施する。 

・宿題を中心にした復習や，つまずいて

いるところを二人の指導者が教える。

分からないところを教えるだけでな

く，学習の仕方を教えるように支援す

る。 

・目標や振り返りを書いた「ぐんぐんカ

ード」を，毎回先生や保護者が評価す

ることで自分の成長を実感させ，自己

効用感を高める。 

放課後補充学習 

（寺子屋あさひ） 

研究の柱② 

 

単元構成の工夫 

研究の柱① 

 

発問の工夫 

研究の柱③ 
個への 

手立ての工夫 

要因分析フローチャート 

 

（２）視覚化・焦点化・共有化による個別の指導の工夫 

 

要因分析シート 
学習の系統性（例 第１学年説明文） 

じどう車くらべ  
  

くちばし 

どうぶつの赤ちゃん        

  

第１学年 
「旭気になる子の

チェックシ－ト」

を作り，全体的な

傾向を把握し，そ

の課題を受けて，

その学年の重点目

標を決める。要因

やそれに対する手

立てをフロ－チャ

ートにする。 

付けたい力に絞り，

レディネステストや

ノート，授業の様子，

アンケートなど様々

な方法でどの段階で

つまずいているかを

把握する。 

実態把握

から,具体的

な手立てを

考える。 

 単元の付けた

い力の系統性を

明確にする。 

 

対象児童の声より 
漢字をていねいに書いたことをほめ

ると「昨日までのおれと今日のおれは

ちがう。」と，自信たっぷりの声で一

言。 

ある児童がドリルの一問目から 

「分からん。」とつぶやくと，隣の子が 

「最初からあきらめてどうするん。で

きないと思ったらできない。できる

と思ったらできる。」と一言。 

このように，学習に前向きな児童

が少しずつ増えてきた。 

「寺子屋あさひ」での様子 
寺子屋に来ると，ぐんぐんカードを出し，

宿題をもくもくとやり始める。分からない問

題があると教科書を開いて調べている。どう

しても分らないときは「先生分かりません。」

と聞くようになってきた。 

寺子屋あさひ児童アンケート 
・いっぱい先生におしえてもらえるから，う

れしい。 

・家では，いつまでたってもしゅくだいがで

きないけれど寺子屋に入って,わからない

問題でもあきらめずにできるようになっ

たから，楽しい。 

 

「筑波発読みの系統性」より 

 

 

 

第１学年「うみのかくれんぼ」 

Point：「かくれんぼめいじんはどれ？」グループで話し合った考えを動作化する・図に書き込

む・具体物を使うなど児童に表現方法を選ばせることで，理解を深める。 

第２学年「お手紙」 

Point：児童の読み取った人物像や相互関係をもとに，教材の会話文に新たなセリフを加え，

音読劇を行う。 

第３学年「まいごのかぎ」 

Point：自分の解決したい課題別（うさぎはどうして最後にりいこの前にあらわれたのか・かぎ

が消えたのはなぜか・よけいなこととは）でグループになり，話し合う。 

第５学年「固有種が教えてくれること」 

Point：「一番大切な資料は？」という課題に対して同じ考えの友達どうしでグループになり，

そう考える理由をホワイトボード等を使い考える。 

（様々なグループ活動の工夫・効果的な言語活動） 
 

 

 

 

第２学年「スイミー」発どの会話が一番大切？ 

Point：出てくる４つの会話文の中でどれが一番大切かを考えさせることで，詳細を読む。名前磁石を使い，考えをはっきりさせる。対象児童には，自分の考えに

近いヒントカードを選ばせ，考えを書かせる。 

 

第４学年「ごんぎつね」発ごんがしたつぐないはいくつ？ 

Point：ごんがしたつぐないの数を数えることでごんの心情の変化を捉える。数えることで授業に全員参加でき，自分の考えをもつきっかけになる。 

 

第６学年「帰り道」発「『行こっか。』は『律』『周也』のどちらの言葉？ 

Point：どちらの言葉か考えることで二人の心情の変化を捉え，人物像を明らかにする。考えることを焦点化させ，今までの読みを統合して考えさせる。 

（会話やキーワードの数を数える・重要度を考える・選択肢から選ぶ等） 
 
 

 

 

第１学年「じどう車くらべ」 

 Point：比較しやすいように３つの事例を縦に並べた一枚ものの教材文に  

       する。  

Point：事例を色分けし，文章構成を理解させる。 

Point：児童用のワークシートと板書を同じものにする。 

Point：どこを読んでいるか，書いているのかが分かるように目印をつける。 

Point：写真や具体物等を活用して，イメージ化させる。 

Point：教師が考えを引き出して文章にして，写させる。 

Point：構造化した板書にする。 

Point：自動車図鑑づくりでは，何度も同じパターンで書かせ，書き方を理解させる。 

（具体物・動作化・色分け・構造化された板書） 

視覚化（文章を見える化） 

教材ルーム・教材フォルダーの共有 チャレンジカード 

（家庭学習強化週間）

全校体制での宿題チェック 

ことバンクDay

かりかりDay 百人一首

すごろくトーク

ワードスナイパー

ワードバスケット ごい夢中

ことバンク Day 

 Day 

 

Day 

 

焦点化（何をどう考えるか） 共有化（誰もが伝え合える工夫） 

読みの系統 読みの用語 

 

読みの技能 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.irasutoya.com/2014/08/blog-post_28.html&psig=AOvVaw0S22G3HNWN6OIeyozJRcrZ&ust=1611380450807000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCJiBm4Hqru4CFQAAAAAdAAAAABAr


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世羅町立せらにし小学校 

せらにし授業スタイル【第６学年「円の面積」の実践】 

・レディネステストから既習内容の定着度や未履 

修内容の理解度を把握する。 

・単元内容のつまずきを予想したり，つまずきの

要因を分析したりする。 

結 果 

・つまずきを解消する手立てを考える。 

・見えない考え方を見えるようにする。 

・正方形の中におうぎ形や二等辺三角形を見つけ 

ることができない。 

・実物の図形と図形を付け加えたり，取り去ったり 

しないとどんな形になるのか分からない。 

     葉の形の面積を求めよう。 

・葉の形やおうぎ形，二等辺三角形，正方形の紙型を 

動かして，葉の形の面積を求める方法を見つける。 

 

 

 

 

実 態 把 握 つまずき分析 手 立 て 

・学習ノートの内容を考察する。 

・授業の振り返りを記入する。 

 
100-78.5＝21.5 
 

21.5×2 ＝43 
 

100-43 ＝57 

詳しくはこちらへ→世羅町立せらにし小学校ＨＰ 

 http://www.edu.town.sera.hiroshima.jp/seranishi-es/ 

高学年でのつまずきを解消する下学年での図形領域の指導の工夫 

 

教
師
の
役
割 

児
童
の
実
態 

問題 
 

20㎝ 

 
20㎝ 

ICT を活用して，正方形からおうぎ形や二等辺三角
形を取り去ったり，付け加えたりして，葉の形の面
積を求める方法を見つけさせる。 

 

自分の考えと友達の考えはどんな違いが
あるのか考えさせる。 

 

複合図形の中に見える形を確かめさせる。 

 

 
おうぎ形のまわりの長さを求めた

り，円周から半径を求めたりするこ

とが難しい。 

【本校の取組】 
○本校の強み（学びの基盤作り）を継続する。 
→小中９年間を見通して，「せらにし学びの７か条」（学習規律
定着のための７つのポイント）を中学校とともに取り組む。 

○児童の実態から，必要な手立てを考える。 
→「個別の支援シート」「シミュレーションシート」を活用し 
「視覚化」「焦点化」「共有化」の３つの視点から授業改善を
図る。 

授業改善につながる「個別の支援シート」 

児童の実態からつまずきの要因を分析し，手立てを記入する。 

 

【低学年】 

中・高学年

で既習の図

形に着目で

きるように

するため，

具体物を使

った算数的

活動に取り

組む。 

【中学年】 

色分けしたり，見え方を工

夫したりして，既習の図形

が見えるように支援する。 

授業改善につながる 

「シミュレーションシート」 

 
児童の実態から，効果的な手
立てを記入する。児童役とし
てシミュレーション授業を受
けた担任以外の教職員が改善
案を記入する。⇒自分の学級
の授業改善にも活用 

視覚化 

共有化 

焦点化 

【本校の実態】 
・学びに向かう姿勢が確立している。 
・問題の場面が理解できない。 
・既習事項を活用できない。 
・問題から正確な情報を取り出し，整理できない。 
・自分の言葉で表現できない。 

児童Ａの場合 

【取組の成果】 
 ○「個別の支援シート」を作成することにより，児童の実態把握からつまずきを予想し，より

具体的な手立てを考えることができた。学年が上がった際には，「個別の支援シート」をも
とに学習の段階を把握することができた。 

 ○「シミュレーションシート」を校内研修で活用することで，全員が自分ごととして研修に参
加することができた。つまずきに対してどのような手立てがあるか，あらゆる方向から考え
ていくことで，各自の授業改善に活かすことができた。 

 ○せらにし授業スタイルにおいて，「視覚化」「焦点化」「共有化」の３つの視点を明確にしたこ
とで，児童のつまずきの要因から支援を考えることができた。 

        ↓ 
（児童）「分かる」「できた」と感じさせることができ，それが学校生活の自信へとつながった。 
（教員）日頃から児童の状況を見取り，つまずきの要因を探るようになった。 

はじめは長方形かなと

思っていたら，長方形が

二つ合わさった形でし

た。でも，長方形の面積

の求め方を使ったら面

積を求められることが

分かりました。 

・おうぎ形や三角形を重ねたり，移動させたり 

したら，どんな形になるのかが分かり，葉の 

形の面積を求めることができました。 

・最初は，まったく分からなかったけど，友達 

の説明を聞いたら，いろいろな求め方がある 

ことが分かりました。 

・葉の形は，知っている形に置き換えたり，図 

で考えたりすると，求めることができました。 

 

視覚化 

見えないものを「見える化」し，児

童のイメージをわきやすくさせる。 

共有化 

児童にねらいを達成するための見通

しをもたせたり，「ゴールイメージ」

をもたせたりする。 

焦点化 

互いの考えを伝え合ったり，確認さ

せたりする。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神 石 高 原 町 立 三 和 小 学 校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

上図の「つまずきの要因分析サイクル」に従って，児童の実態や要因分析を教職員全

体で行う事が重要。単元でねらう目標（つけたい力）に沿った実態の把握とその要因分

析を基に，克服のための手立てを導き出す。これら一連の分析の整合性が取組の成否を

分ける。 

 
 

 

実態把握においては，系統性や学習歴の特徴などからつまずきを見つけ出すことは重

要であるが，その一方で，児童の強み（特性や興味関心・得意な学び方）を生かし支援

していくことも，児童の学びを支える大きな力となる。 
 

 

 

 

自由進度学習とは，予め準備された教材を用いて，児童が自分なりのペースや向かい

方で主体的・自立的に学び進める学習方法である。本校では，自由進度学習に取り組む

ことで，学び方や自己調整力が育ち，主体的な学びの育成に繋がると考え，取り組んで

いる。案外，学び方が身についておらず，取組の見通しに困っている児童が多い。 

 

学習内容の本質を見極め，ねらいや活動を絞る「焦点化」，論理やイメージを見える

化する「視覚化」，一人一人の学びを広げみんなのものにする「共有化」等，ユニバー

サルデザインの視点を取り入れた授業づくりや，ワーキングメモリの観点から言葉とイ

メージのマッチングを図る等の特別支援教育の視点を取り入れた学習方法の工夫は，大

いに役立つと感じている。 

 
 

実物や体験，掲示資料等，学習環境は児童の好奇心を刺激し，学習や活動を誘発して

くれる。恐るべしである！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

○つまずきについて 

・20÷４になる問題作りにおいて，かけ算になる問題を作るなど，わり算の意味理解が不十分である。 

→どのような場合にわり算を使うのかや包含除と等分除のちがいが分からないため。 

・35÷４＝８あまり３の，８や３の単位が分からない。 

→問題文から場面をイメージすることが苦手であり，数とのマッチングができていないため。 

○手立て１について（②強みを生かす） 

・文章問題を対象児童が好きな魚に関する問題や３年生の自分たちが長いすに座るとしたら･･･等の文脈にし，問題場面が具体的に

イメージしやすくなるように工夫する。 

・絵や図を描くことが得意であるため，丸図をかくことを問題場面把握の際の手立てとし，立式やその意味，単位を考えるための

足場とさせる。 

○手立て２について（④UDの視点・特別支援の視点） 

・前時との処理の仕方の違い（本時は，商と余りではなく，みんなが座るためのいすの脚数が問われていること）が焦点化できる

よう，仮の問題を出した後，改めて題意の分かる問題文を提示する。 

・余りを切り上げて処理する授業では，問題文を提示しながら，一列目だけ丸図をかき，問題場面を捉えさせるとともに，自力解

決の際に，この提示した丸図の続きをかいて考えるよう助言する。 

○個の変容について 

・文章問題では，文を読んで場面を正しく理解することが難しく，問題文には何が 

書かれているか，何を聞かれているのかを理解しないまま，問題にある数字を頼 

りに思い込みで解くこともあった児童だが，図をかくことが意味理解や計算の手 

立てになると実感できたようで，図を自分の考えの根拠にして，授業で何度も発 

表することができた。練習問題でも，「全部のボールを運ぶから，もう１回たす」 

と意味を理解して自力解決できた。 

・テストでも余りを切り上げるのか切り捨てるのかを自分で判断し，解決できた。 

（知識・技能 85点，思考 85点） 

 
 

 

○つまずきについて 

・マット運動や跳び箱運動を 32％の児童が苦手と感じている。 

→恐怖心で挑戦することが難しかったり，人前で披露することに抵抗感があったりするため。 

・与えられた方法で練習することはできるが，自分から考えて必要な練習方法を選んだり，工夫したりすることに課題がある。 

→技の習得のために何をすればよいかが分からなかったり，教師や友達の演技からポイントとなる点を見付けられなかったりす

るため。 

○手立てについて（③学び方・学習の自己調整力を育成する（自由進度学習）） 

・児童の好きな「鬼滅の刃」を取り入れ，基本の技に取り組む「炭治郎コース」， 

発展技に取り組む「柱コース」など，児童が楽しみながらも本質的な学びが 

できるよう単元を構想する。 

・技の系統性表を作成し，児童と共有する。それにより，見通しを持って，課 

題を選択（「前転ができるようになるには，ゆりかごから練習しよう」等）し， 

学習の自己調整をしていくことができるようにする。 

○個の変容について 

・本人が思う存分にできる自由進度学習の強みが生かされ，自分が納得いくまでとこと 

ん同じ技を練習する姿が見られた。２分間に７回も技を練習するなど運動量も増加し 

た。 

・１学期にマット運動を行った際，上手くできないことに加え，それを見られてしまう 

のも嫌で，練習に参加できなかった児童が，最初から最後まであきらめずに学習する 

ことができた。一人で練習し，できる！と自信が出て 

きたところで友達と共有し始めた。 

 

３年算数科「ミニ発表会のならび方をていあんしよう！（あまりのあるわり算）」 

「手は耳らへんにつく」「ほじょなしでもやりたい」「れんしゅうしたら

うまくなるかも」等，技のポイントや意欲を書いている。 

① つまずきの要因分析サイクル 

つけたい
力の設定

児童の実態

（強み・つまずき）

要因

手立て

児童
の姿

○レディネステスト 

○既習の単元末テスト 

○授業や宿題の様子 

○指導事項，内容の系統 

○学習歴 

○特別支援の視点 

○学習意欲，自信 

② 強みを生かす 

③ 学び方・学習の自己調整力を育成する（自由進度学習） 

④ UDの視点・特別支援の視点の活用 

 

 

 学び方・学習の自己調整力を育成する（自由進度学習） 

⑤ 学習環境づくり 

３年算数科「あまりのあるわり算」 

 
「余りが小さい

方が勝ちカード

バトル」の場を学

習環境として設

定し，余りの数の 

勝負をするゲームとして楽しんでわり算の計算

ができるようにする。 

４年体育科「器械運動（マット・跳び箱運動）」 

 

 ICT 環境を整え

る。指導者の見

本を録画し，い

つでも確認でき

るようにする。

また，タブレッ

トで自分の練習 

の様子を録画し，ふり返ったり，技のコマ送り

の掲示シートと見比べたりしながら，ポイント

をアドバイスしあえるようにする。 

 
実態に対して整合

性のとれた手立て

を講じることで，

児童の変容（つけ

たい力をつける）

につなげる。 

４年体育科「習得せよ！マット・跳び箱の呼吸 壱ノ型！！（器械運動 マット・跳び箱運動）」 

図・式・言葉で考えを書くこ

とができた。練習問題でも図

を手立てに自力解決できた。 

１ つまずきに着目した授業改善５つのポイント 

２ 効果のあった事例  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 学校教育目標  「心豊かで 自ら学ぶ意欲のある 子どもの育成 ～みんなでつくるみんなの学校～」 

 育成すべき資質・能力 人を大切にする力（協調性） 自分の考えをもつ力（コミュニケーション能力） チャレンジする力（主体性） 根気強く取り組む力（主体性） 

三次市立三次小学校 
平成３０年度～

令和２年度 

児童に問いをもたせる発問の工夫 

児童が「だって…」と説明したくなるような問題提示の工夫 

・条件不足・情報過多の問題   ・一部を隠して提示 
・ゲームやクイズ等       ・あえて誤答を提示 

児童の「あれ？」「え？」を引き出す発問の工夫 

・本当にそれでいいの？     ・これはいつでも言えることかな？ 

・どのように考えたのかな？   ・何か使えそうな考えはない？ 

イメージ化を促す手立て 

 

抽象的な表現（問題文・式）→具体的な表現（図や操作，言葉）へと変換 

 

・ICT の活用（デジタル教科書の活用）→見えにくい動きを見える化 

・板書の工夫（児童の思考の流れに沿った板書） 

・図や絵で表現 

・図や絵で表現されたものを選択 

・動作化，具体物（半具体物）の操作 

・挿絵の活用 

伝え合いの手立て 

続きの思考 … ある子の発表の一部分を聞いて，その続きを考え説明させる。 

再あああ現 … ある子の発表の中身を説明させる。 

ヒントからの思考 … ある子に自分の気付きのヒントを出させ，何に気付いたかを考

え，説明させる。 

子どもが語る相手は子ども 

○算数科を「楽しい」と感じられるような教材の開発。 

 →三年次は国語科へも拡充 

○国語科の読解力・語彙力を育成する課題。 

○式→図，文→図を行き来するような課題。 
毎週実施 

①ランチタイムスタディ（LTS） 

・給食準備中（１５分間）の学力補充。学習のつまずきを 

少しでも解消し，学習に意欲的に向かえるように支援。 

②放課後学力補充 

・低学年を対象に実施。課題を最後までやり遂げる力を育成。 

・ごほうびシールを用いて，意欲が持続するように工夫。 

垂
直
・
平
行
間
違
い
探
し 

分析シート・動画を活用した分析研修  授業研前に必ず実施 
○児童のレディネステスト，ノートやテストのコピー，授業での様子を撮影した動画を活用。 

○資料をもとに，児童がどこにつまずきを感じ，その原因はどこにあるのかを分析。分析結果か

ら，つまずきを想定した本時での支援内容を全教職員で共有。 

教職員の意識統一 
○「めざす子どもの姿」「どの子も主体的に学べる授業のイメージ」の共有化。 

○「本時の目標」「学習課題（めあて）」「評価」の整合性。 

児童の実態 つまずきの要因 

支援方法 
予想されるつまずき 

授業動画を活用した協議会 
○児童の様子を中心に授業の様子を撮影。 

○動画を見ながら「児童にとって，本時の手立ては有効であったか。」「どの場面でつまずき，改

善するにはどうしたらいいか。」を，全教職員で振り返る。 

○協議会で出た意見や指導助言の内容をまとめた「振り返り」を作成し，学びを共有。 

深める 

聴き合い 

認め合い 

児童の変容 

◎課題に対して根気強く取り組める児童が増えた。 

◎児童意識調査において，算数科が「楽しい」「分かった」と肯定的に評価する児童の割合は，８０％以上

になった。（低学年においては，約９０％だった） 

▲否定的な意見については，「計算が嫌だから」「頑張っても解けない」「算数が苦手・難しい」という回答

が多かったことから，「楽しい」だけではなく，「できた」という達成感も感じられるような学習をしてい

くことで，「やってみよう」という意欲に今後つなげていく必要がある。 

▲学力の定着には課題が残った。基礎学力が定着していないため，考え方が合っていても計算間違いを

してしまう児童がいる。 

教職員の変容 

◎児童がつまずきそうな場面を想定し，事前に手立てを考えることができるようになった。 

◎算数科の系統性を意識して指導することができるようになった。 

こ
の
よ
う
な
実
態
か
ら
… 

気付きの交流 
○研究推進教員や学力フォローアップ教員が授業中の児童の様子，反応などを見取り，気付きを担

任と交流。意見を交わす中で具体的な手立てを考え，実践。 

学力フォローアップ児の資料集め・個別の指導計画の作成 
○児童の実態が分かる資料を常に収集。（ノート，プリント，テストのコピー） 

○どのようなつまずきがあり，どのような手立てを講じたかを記録した個別の指導計画を作成。 

 

場面のイメージがしやすくなる手立てを講じるとともに，友達と考えを伝え合うことでイメー

ジを共有することができれば，児童の問題場面を理解する力の向上が図れるだろう。 

問題提示の際に問題場面のイメージ化を促し，児童に問いをもたせるような発問の工夫をすれ

ば，児童が自分の考えをもって主体的に思考し，学力の向上を図ることができるだろう。 

①焦点化しためあてに対して，焦点化した活動を仕組めば，児童が「分かった」「できた」「楽

しい」と実感できるだろう。②ペアやグループ学習を活性化して「共有化」をはかる授業をす

れば，（一人残らず）学び合えるだろう。 

▲学習に対する負のサイクル 

授業が楽しくない→学習意欲がわかない→どんどん

分からなくなる→算数を苦手と感じる児童の増加→

授業が楽しくない→… 

▲全国学力・学習状況調査の結果を分析すると，「学習の

積み重ねがない」「問題文の意味が分かっていない」

「無回答が多い」ということが分かった。 

➡正答率４０％未満の児童の割合は約３０％ 

▲三次市学力到達度検査（算数科）では，三次市平均と

全国平均のいずれかを下回る学年が６学年中４学年だ

った。 

H30算数 全国 市内 本校 

１年 ８２．３ ８８．８ ９２．８ 

２年 ７４．３ ８２．３ ８５．６ 

３年 ７３．３ ７９．７ ７５．８ 

４年 ７２．０ ８０．８ ７３．８ 

５年 ６３．１ ７１．１ ５６．６ 

６年 ７３．１ ７８．８ ７３．８ 

 

どちらも上回っている 

両方または，いずれかを

下回っている 
○算数科の各単元の指導のポイントやつまずきに応じた支援方法などについて，各学年， 

各領域，単元ごとにまとめた「Ｍ‐Ｆｉｌｅ」を作成し職員に配付。授業で活用した。 

＜具体物の操作＞ 

＜ICT の活用＞ 



庄原市立東城小学校

個別の指導計画作成
児童の実態の共有
つまずきの要因分析

日々の授業実施
研究授業

その他の実践事例，学習指導案
をホームページに掲載しています。
下記アドレスまたはＱＲコードより
アクセスしてください。

http://www.syobara-tojo-
e.hiroshima-c.ed.jp/

授
業
づ
く
り
の
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イ
ク
ル

取組後

成果
・平仮名や片仮名，漢字が定着してきており，自分の力で読み取ったり，ワークシートに記入を
したり，問題を解いたりすることができるようになってきた。そのため，意欲的に学習に取り組
めるようになった。
・誤字脱字はあるものの，自分の書きたいことを短い文章（４文程度）で表すことができるように
なってきた。

放課後学習の取組

児童の実態
・大切なことがどこに書かれているの
かを読み取ることが難しい。

・自分の書きたいことを文に表すこと
が難しい。

・授業中に意欲的に学習に参加でき
ていない時が多い。

つまずきの要因
・平仮名（拗音，促音），
片仮名，漢字の定着
が不十分である。
・語彙が少ない。

取組前

東城小では，児童の実態をもとにつまずきの要因を分析し，それに対
する手立てや支援を考えています。その１つを紹介するよ！

学習につまずきのある児童に対して，どのような手立てや支援を行っているので
すか？ また，学校全体として，どのように取り組んでいますか？

手立てや支援の検証

二
年
生
児
童

国
語
科
の
取
組

○片仮名カード
○漢字カード
○予習（音読）
○お楽しみゲーム
（学習ゲーム）
○頑張りカードの
活用

授業研究では，全職員で事前に児童の実態を共有することで，多面的な分
析となり，手立てや支援を検討することができます。そして，担任がその児童に
とって最適な手立てや支援を実行していきます。

具体的な手立てや支援を行った場合は，記録に残したり職員同士で相談をし
たりして，次の授業に活かしていきます。

授業中や放課後に勉強を頑張って続けたからできるようになったと思いま
す。分からないことが分かるようになってうれしいです。
放課後の勉強では，まだ習っていないことを先にしているから，勉強がよく
分かってきました。授業中には，前よりも発表できるようになったし，自分で
書けるようにもなってきました。もっと勉強してレベルアップしたいです。

放課後学習頑張りカードに，その日に頑張ったことを全
て記入してシールを貼ることで，自分が頑張った足跡が分
かるようにしました。特に，予習で音読をすることで自信や
わくわく感をもつことができ,授業に参加する意欲を高める
ことができました。

３年間「学力フォローアップ校の取組」を行うことで，
児童のつまずきの要因を考えることの大切さが分か
りました。つまずきの要因をもとに職員全体で手立て
や支援を考えることで，多くの手立てや支援があるこ
とが分かり,児童の理解に応じて準備をすることができ
るようになりました。また，他学年との学習のつながり
を考えて指導を行うことを意識するようになりました。

放課後学習頑張りカード

取組

＜放課後学習担当教師＞

＜フォローアップ対象児童＞

＜担任＞

手立てや支援を考える

・手立てや支援の実施
・児童の見取り

・授業についての授業者
の振り返り
・授業記録
・同僚との対話
・教材に関する情報交換
・知識の共有
・事後研修での協議

教師の理解の深まり

東城小学校では，学力フォローアップ校事業に３年間取り組んできました。その取組を紹介します。

授業の取組

○語彙の獲得
・動作化を通してイメージ
をふくらませる。
・似た意味の言葉を考え
たり，他の言葉に置き換
えたりする。
・実物を見せる。

つ
ま
ず
き
に
対
す
る
手
立
て
や
支
援

目標
自分の力で
読み書きを
することが
できる。


